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第　42　号 令和 3年 5月（2）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

　
日
頃
は
同
窓
会
に
対
し
て
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
本
部
並
び
に
十
一
の
地
区
別
同
窓
会
総

会
及
び
懇
談
会
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。古
今
未
曾
有
の
出
来
事
で
し
た
。

こ
の
事
態
に
対
し
、
本
来
は
地
区
で
の
会
合
の
開
催
を
前
提
と
し
て
の
地
区
同

窓
会
活
動
支
援
金
を
今
回
持
続
的
活
動
の
継
続
の
た
め
地
区
別
支
援
金
の
各
々

半
額
を
交
流
・
情
報
発
信
の
た
め
に
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

へ
は
感
染
防
止
用
に
全
生
徒
と
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
マ
ス
ク
１
，
０
０
０
枚
、

部
活
や
校
外
活
動
開
始
の
際
の
体
温
確
認
用
に
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
検
温
器
30

個
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
同
で
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
七
尾
で
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は

能
登
島
大
橋
か
ら
和
倉
温
泉
街
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
二

人
の
同
窓
会
役
員
が
選
抜
さ
れ
た
嬉
し
い
便
り
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
一
人
は

加
賀
屋
・
あ
え
の
風
の
中
女
将
で
副
会
長
の
長
谷
川
明
子
氏
（
高
34
）。
も
う

一
人
は
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
専
務
理
事
で
評
議
員
の
竹
田
徹
氏
（
高
20
）。

竹
田
氏
は
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
香
島
中
学
校
代
表
と
し
て
ラ
ン

ナ
ー
に
選
ば
れ
、
今
回
は
人
生
２
度
目
と
な
り
ま
す
。
６
月
１
日
の
晴
れ
舞
台

に
は
応
援
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
だ
よ
り
を
全
て
の
卒
業
生
に
届
け
た
い
と
の
願
い
で
今
回
「
ご
存
じ

あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
方
の
消
息
を
！
」
初
め
て
掲
載
し
ま
し
た
。
是
非
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
リ
ア
ル
会
合
が
難
し
い
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
未
来
へ
の
同
窓
会
バ

ト
ン
を
お
渡
し
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
３
た
び
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
こ
の
４
月
に
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
２
年
ぶ
り
の
校
舎
の
印
象
は
、
校
長
室
を
は
じ
め
執
務
室
や
教
室
、
廊
下
、

体
育
館
が
と
て
も
広
く
明
る
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
校
舎
建
設
に
携
わ
ら
れ

た
方
々
の
ご
尽
力
に
改
め
て
想
い
を
巡
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
後
輩
生
徒
諸
君
は
「
至
誠
・
剛
健
・
敢
為
」
の
校
訓
の
も
と
、
学
業

や
部
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
度
４
期
５
年
目
を
迎
え
た
文
科
省
指
定

の
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
や
石
川
県
教
委
指

定
の
「
い
し
か
わ
ニ
ュ
ー
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
事
業
を
軸
に
全
生
徒

が
探
究
型
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
春
の
大
学
入
試
で
は
、
東
大
や

医
学
科
を
は
じ
め
国
公
立
大
学
に
１
４
７
名
、
私
立
大
学
に
も
多
数
が
合
格
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
部
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
大
会
が
中
止
と
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
校
内
で
の
引
退
式
を
も
っ
て
区

切
り
を
付
け
た
３
年
生
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

Ｓ
Ｓ
Ｃ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
は
、
第
10
回
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in

鶴
岡
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
夏
に
は
、
石
川
県
で
全
国
高
校
総
体
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
剣
道
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
な
ぎ
な
た
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
本
校
生
徒

出
場
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
５
期
指
定
獲
得
を
目
指
し
、
七
尾
高
等
学
校
が
七
尾
高
等
学

校
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
教
職
員
は
総
力
を
結
集
し
て
努
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
ご
　

挨
　

拶
　
　
　
　
　
　
校
　
　
長
　
　
　
大
　
西
　
　
　
誠
　（
高
33
）

　
未
　

来
　

へ
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
会
長
　
　
津
　
田
　
文
　
雄
　（
高
20
）

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。



大学生３名(高70)が能登の「菜食マップ」提案
観光コンテスト全国２位

　全国の大学生が地域の観光活性化プランを競う今年
度の「大学生観光まちづくりコンテスト」で、七尾高校
の同級生だった３名の企画が２位に選ばれた。天野京
香さん（高70）、日髙まき子さん（高70）、井下和泉さん（高
70）は文系フロンティアコースを2018年3月に卒業した
同級生で、関西・中京の大学進学後も連絡を取り合い、
石川を多く訪れる台湾客に能登で菜食料理を提供する
店のマップ化を提案しました。
　高校では、地域の伝統や農業、祭りを調べて英語で
海外に発信する授業を経験しており、その知識も生かし
て案を練りました。コロナ禍で帰省も直接会っての相談
もできず、3人は週に1～2回、ビデオ会議システム「ズーム」
で意見を出し合い、地元の同級生や知人の協力も得て
プランを完成させました。コロナ収束後を見据え、外国
人の観光集客に着目。国·地域別で最も多く石川を訪れ
ている台湾客を調べると、健康志向や環境意識の高ま

りからベジタリアンが増加している一方で、能登には豊
かな食文化がありながら、菜食を意識している店があま
りないことがわかりました。そこで、「能登は優しや ベ
ジタリアンにも」と題したプランで「メニューになくても
注文に応じて薬食料理を提供できる店を地図にまとめ、
ホームページで紹介すれば能登を訪れる外国人が増え
る」と提案しました。大学生観光まちづくりコンテストは
JTBと三菱総研が事務局を務める運営協議会が実施し、
観光庁や文部科学省などが後援しており、３名は全国
236組の応募から最高賞の観光庁長官賞に次ぐ優秀賞
·JTB賞に選ばれました。天野さんは「この取り組みが評
価され、大きな自信につながった。多様化が進む時代で、
相手に寄り添うことやニーズをしっかり読み取ることを意
識し、社会人になっても頑張りたい。」と意欲を語ってい
ます。

左から井下和泉さん、日髙まき子さん、天野京香さん

メダカで文部科学大臣賞を受賞!! 
～第10回　高校生バイオサミットin鶴岡～

　令和2年8月24日（月）～26日（水）にオンライン形
式で行われたコンテスト。在学時に高73期の礒辺唯花
さん、梶葉月希さん、通眞子さん、橋詰あかりさんの研
究発表が評価されました。代表者の通さんは、審査員
特別賞も受賞しました。研究テーマは、「鏡に対するメダ
カの反応と行動」で、メダカの自己認識能力についての
可能性を示したものです。60分ずっと水槽を見張ってい
たり、メダカの世話で休日も登校したり、とても根気が
いる研究です。4人は受賞するとは予想しておらず、とて
も嬉しいと話していました。また、優秀研究指導者とし
て中村晃規先生と山本峻先生が選出され、中村先生は

「本人たちが何をしたいかを一番に考え、生徒たちと一
緒に考えたり、助言したりした」「生徒たちは前向きに取
り組み、よく頑張った」と話されていました。

　全国の高校生が参加し、「成果発表部門」「計画発表部門」の参加者による研究展示と研究発表、優秀作品の表彰、
バイオサイエンスに関するディスカッション等を行う研究コンテストで、見事、文部科学大臣賞を受賞しました。

第　42　号（3）令和 3年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り



第　42　号 令和 3年 5月（4）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

パスカレッジ！って何？　
　大学がない七尾市において、高校生と大学生が繋がる機会が少なく、高校生にとっては受験の相談だけでなく
大学生活の様子や将来のことについてなどを知ることがあまりできていない現状がある。また、現在大学に通う
学生たちも「大学に入ってやりたいことが分からない」、「高校生の時に、大学生との繋がりがもっとあったら」
という想いを持っていることから創られたパスカレッジ企画について紹介させていただきます。

主催者：谷一浩平（高70期）

　能登唯一の進学校である七尾高校が位置する能登地方には、四年
制の総合大学がないのはご存知かと思います。そのため、高校生と
大学生が繋がる機会が少ない現状があって、高校生が大学について
のイメージを抱いたり、受験勉強について気軽に相談できるような
バイト先の大学生もいません。そうした時に、受験の相談だけでな
く大学生活の様子や将来のことについてなどを知ることがあまりで
きません。主催者の僕自身も高校時代に感じていたことでもありま
す。七尾高校OBOGのみなさんも考えていたことがあるのではない
でしょうか？大阪大の周りの人も「大学に入ってやりたいことが分
からない」と言っている現状があります。私は、「高校生の時に、

大学生との繋がりがもっとあったら」という想いから企画に至りました。
　ちなみに、パスカレッジの由来としては、『パス』には試験に合格する”pass”と進路の”path”2つの意味を掛け
合わせています。「大学への進路を定め、合格に向かって頑張れるように高校生を応援したい！」という想いか
ら生まれた企画です。具体的な企画内容としては、大学生に学部ごとに登壇してもらい、自分の学部紹介をして
もらった後、受験勉強について対談形式で話を深堀していきます。さらには高校生が個別に相談できるブースを
作って、個人的にしたい質問などを大学生にぶつけてもらうといったものになっています。参加後の感想として、

「聞きたいことが聞けてよかった」「先生から聞くより話が入ってきて実践しようと思った」などの声を聞くこと
ができました。
　今後は、高校との連携を深め、高校生の進路に役立つさまざまな企画を行っていくつもりです。具体的には、
将来のキャリアを考えるワークショップや、高校生の「や
りたい」を応援するプロジェクト支援などです。また、
最終的には能登出身の若者が集まるコミュニティを作ろ
うと思っています。その中でのコンテンツのひとつとし
て、パスカレッジ！を置くつもりです。というのも、パ
スカレッジ！に高校生側として参加した高校生が、今度
は大学生側で企画に参加するという循環を作ることがで
きると、持続可能に企画を発展させていけると考えてい
るからです。OBOGのみなさんにも何かお願いごとをさ
せていただく機会があると思うので、その時は快く引き
受けていただけるとありがたいです。 オンラインコミュニケーションツール Zoom を使用しての

オンライン開催の様子

医療法人社団真貴会　　国下整形外科医院
〒926-0016　七尾市大和町チ部15番地３

ＴＥＬ ０７６７（５４）０１３１



第　42　号（5）令和 3年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

七尾高校と金沢大学との連携事業
「ビヨンド・コロナ・フォーラム成果報告会」

　金沢大学では、アントレプレナー（社会変革人財）
育成を目指す融合学域先導学類が令和3 年 4 月に新設
されることに先立ち、令和 2 年 5 月末に、若い世代が
オンラインを主戦場としてコロナ禍の課題の解決を目
指すビヨンド・コロナ・フォーラム事業を立ち上げま
した。この事業の一環として、コロナ禍を経た将来の
社会を切り開くアイデアを全国の若者たちから募りコ
ンテストを実施しました。その成果報告会が令和3年
2月12日に和倉温泉加賀屋にて行われ、第2部パネル
ディスカッション形式での「ゆうごう寄席」の場に文
系フロンティアに所属する生徒が参加しました。ディ
スカッションでは金沢大学の教授や学生、石川県の職
員の方々、北陸経済連合会の方々〔理事：大林重治氏

（高13）・七尾商工会議所会頭〕などに交じり、コロナの先を見据えた七高生の提案についても意見交換が行われ、
ビジネス・観光からコロナ後の未来を考える活動についてなど多岐にわたる話題に七高生は堂々とした面持ちで
参加していました。参加者は、この情勢を「ピンチ」ではなく「チャンス」と捉え、コロナ後の未来を共に切り
開こうという内容で報告会を締めくくった。

　金沢大学は本年度から、起業家などアントレプレナーを育てる融合学域先導学類を新設しており、今後の七尾
高校と金沢大学の連携にも大きな期待を抱くことができる機会となりました。

ビヨンドコロナフォーラムに
参加して（感想）
西川　凜（３年）：金大生の発表は具体的なプランが多
くあり、自分たちが考えていることと関連がある内容
だったので、参考になった。

村上恵七（３年）：イノベーション大喜利という新しい
発表形式のとき、七尾市職員の方々などから意見をい
ただき、自分の視野を広げる良い機会になった。

土谷尊斗（３年）：自分の意見を述べることができただ
けではなく、様々な助言、提案をしていただき、自分
のプランをアップグレードできて良かった。

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。

   （左）土谷尊斗　（中央） 村上恵七　（右）西川　凜



　
き
っ
か
け
は
、
卒
業
生
か
ら
番
組
に
寄
せ

ら
れ
た
、
漫
画
「
君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ

ア
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
僕
!?
」
と
い
う

依
頼
で
し
た
。

10
月
18
日
（
日
）
の
午
後
１
〜
３
時
に
ロ

ケ
、11
月
６
日
（
金
）
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
依
頼
人
の
卒
業
生
と
そ
の
友
人
と
し
て
出

演
し
た
橋
本
幸
子
さ
ん
は
、
私
が
１・２・３

と
３
年
間
担
任
を
し
て
い
た
学
年
の
生
徒
で

し
た
。

　
ロ
ケ
に
は
、
二
人
と
探
偵
の
た
む
ら
け
ん

じ
さ
ん
の
ほ
か
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
カ
メ
ラ
マ

ン
な
ど
約
10
名
が
来
校
。「
漫
画
の
舞
台
に

し
た
く
な
る
と
て
も
素
敵
な
学
校
で
す
ね
」

と
仰
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　
撮
影
は
、
依
頼
人
の
思
い
と
視
聴
者
の
目

線
を
大
切
に
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ラ

ン
は
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
に
撮
影
し
て
い

く
中
で
探
偵
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
熱
心
に
協

議
さ
れ
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
取
り
直
し
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
、
自
然
な
流
れ
（
必
然
性
）
と
、

そ
の
一
方
で
ハ
プ
ニ
ン
グ（
想
定
外
の
展
開
）

を
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
極
め
つ
け
が
、
こ
れ
ま
で
顔
出
し
Ｎ

Ｇ
だ
っ
た
オ
ジ
ロ
マ
コ
ト
先
生
が
会
っ
て
く

だ
さ
る
、
と
い
う
展
開
で
し
た
。

　
想
定
外
だ
っ
た
た
め
、
急
き
ょ
新
幹
線
の

切
符
を
手
配
し
て
東
京
に
向
か
わ
れ
ま
し

た
。七
尾
高
校
を
出
た
の
が
午
後
3
時
過
ぎ
、

第 42 号 令和 3年 5月（6）七　高　同 窓 会 だ よ り

主
人
公
の
モ
デ
ル
は
僕
!?

　

朝
日
放
送『
探
偵
！
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
』に

  　
　
　

卒
業
生
が
出
演
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
話
：
樋
上
哲
也
教
頭（
当
時
）・
高
36
期
〉

（右から）依頼人、橋本幸子さん、たむらけんじさん、
　樋上哲也教頭、北原点教諭

七尾高校が漫画の舞台になっていることをたむけんさんが確信した場所の１つ（生徒会室）です。

主人公（中見丸太）と同じポーズをとる依頼人



第 42 号（7）令和 3年 5月 七　高　同 窓 会 だ よ り

オ
ジ
ロ
先
生
と
お
会
い
し
て
い
る
場
面
は
そ

の
日
の
午
後
８
時
過
ぎ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
主
人
公
の
モ
デ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
偶
然
が
た
く
さ
ん
重
な
っ
た
奇
跡
と

「
依
頼
人
を
漫
画
に
登
場
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」

と
い
う
オ
ジ
ロ
先
生
の
枠
な
は
か
ら
い
で
最

後
に
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
の
で
、

七
尾
高
校
で
の
ロ
ケ
部
分
の
放
送
は
編
集
の

結
果
、
短
く
な
り
ま
し
た
（
天
体
ド
ー
ム
の

内
部
な
ど
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
）。

　
し
か
し
、
全
国
放
送
で
七
尾
高
校
の
名
前

が
繰
り
返
し
紹
介
さ
れ
、
司
会
の
松
本
人
志

局
長
を
は
じ
め
同
窓
生
や
地
域
の
方
々
な
ど

多
く
の
方
々
に
視
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
感

激
で
し
た（
担
当
の
竹
村
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、

テ
レ
ビ
を
通
し
て
全
国
に
い
る
多
く
の
卒
業

生
に
母
校
の
こ
と
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う

思
い
も
持
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
）。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
巡
り
会
え
た
こ
と

を
、
依
頼
人
の
卒
業
生
を
は
じ
め
と
し
て
関

係
す
る
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

し
だ
い
で
す
。

◆
＃
が
ん
ば
ろ
う
七
尾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
×
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ

未
来
チ
ケ
ッ
ト　

＃
が
ん
ば
ろ
う
七
尾
実
行
委
員
会

　

委
員
長　

政
浦
義
輝
（
高
47
期
）

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
2
年
春
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
七
尾

市
内
に
お
け
る
経
済
環
境
に
と
って
も
甚
大
な

ダ
メ
ー
ジ
が
顕
著
に
発
生
す
る
中
、「
日
本
を

元
気
に
！
大
好
き
な
七
尾
を
元
気
に
！
」
を

合
言
葉
に
国
内
に
お
け
る
市
内
関
係
人
口
に

対
し
て
、「
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」

「
今
こ
そ
地
域
の
力
を
結
集
し
て
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
こ
と
が
、
未
来
の
七
尾
の
元
気

に
つ
な
が
る
」と
い
う
想
い
の
集
結
を
目
指
し
、

経
済
・
ま
ち
づ
く
り
関
連
団
体
（
七
尾
商
工

会
議
所
・
公
益
社
団
法
人
七
尾
青
年
会
議
所
・

七
尾
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
な
ど
）
へ

の
働
き
か
け
に
よ
って
昨
年
4
月
よ
り
「
＃
が

ん
ば
ろ
う
七
尾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の一環
と
し
て

君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
市
内
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の
買
い
支

え
を
目
的
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
あ
た
り
、
関
係
各
位

の
多
大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
る
と
と
も

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
目
標
額
を
七
尾

に
因
ん
で
７
７
０
万
円
と
設
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ニュ
ー
ス
ソ
ー
ス
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
の
ニュ
ー
ス
番
組
や
全
国
発
信
に
つ
な
が

る
ネ
ッ
ト
ニュ
ー
ス
に
も
多
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
全
国
各
地
へ
支
援
の
輪
が
拡
が
り
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
終
了
時
の
総
支
援

額
は
１
１
，
４
７
１
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。
目
標
額
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を一人
ひ
と
り
が
乗
り
越
え
、
ビ
ヨ
ン

ド
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
希
望
の
表
れ
で
あ
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
に
か
か
り
多
く
の
方
々
と
意
見
交
換
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
、
参
加
店
舗
の
み
な
ら
ず

多
く
の
方
々
よ
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、

た
く
さ
ん
の
応
援
の
声
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
の

力
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

の一つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
七
尾
高
校
同

窓
会
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ビ
ヨ
ン
ド

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
運
動
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
金
沢
大
学
と

の
産
学
連
携
を
基
軸
に
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
生

活
様
式
へ
の
対
応
や
、
新
た
な
関
係
人
口
創

出
に
向
け
て
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
検
討
し
て
い

る
最
中
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
改
め
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

真相を確かめるため、作者のオジロマコト先生に
電話したところ…

番組ファンの旦那様の強い勧めで、オジロ先生が
初めて顔出し取材に応じてくださいました。

主人公と依頼人の共通点をたくさんあげて「主人
公のモデルはこの方ですよね。」と問いかける探偵
のたむけんさん。

オジロマコト著『君は放課後インソムニア』
１～５巻 ( 小学館 ) とオジロ先生、たむら
けんじ探偵のサイン色紙

◎『君は放課後インソムニア』は「週刊ビッグコミックスピリッツ」( 小学館 ) に連載中
◎画像提供：朝日放送『探偵ナイトスクープ』

御
礼
並
び
に
事
業
報
告



【
中
44
期
】

	

大
窪
　
英
治

　

昭
和
３
、４
年
生
ま
れ
は
、
今
年
3

回
目
の
年
号
の
変
化
を
み
て
92
、
93
歳

と
な
り
ま
し
た
。
七
中
44
回
生
の
生
存

者
は
１
０
４
人
中
４
名
を
み
る
寂
し
さ

に
な
り
ま
し
た
。
生
々
流
転
の
人
生
の

変
遷
を
じ
っ
く
り
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
昭
和
12
年
、
日
清
事
変
が
開
戦
。

小
学
３
年
生
か
ら
ひ
た
す
ら
軍
国
少
年

教
育
の
日
々
と
な
り
、
20
年
敗
戦
を
身

近
に
み
る
に
つ
け
人
生
を
走
馬
灯
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
今
又
、
世
界
中
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
困
惑
し
て
お
り
ま
す

が
、
人
間
の
叡
智
で
解
決
を
み
る
と
信

じ
た
い
も
の
で
す
。
世
界
の
進
歩
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
人
類
の
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。
今
コ
ロ
ナ
で
世
界
中
悩
み

の
最
中
で
あ
り
、
解
決
の
結
果
の
日
を

み
る
と
思
い
ま
す
。

【
高
２
期
】

「
九
十
歳
」
に
思
う

	

長
澤
　
秀
子

　
何
時
の
間
に
か
九
十
歳
と
な
り
ま
し

た
。
意
識
し
て
一
日
一
日
を
確
認
し
て

過
ご
し
た
記
憶
も
な
く
唯
惰
性
で
日
々

を
過
ご
し
た
感
じ
で
今
更
乍
ら
勿
体
な

く
、
何
と
な
く
物
悲
し
い
思
い
が
し
ま

す
。
九
十
歳
を
「
卆
寿
」
と
も
云
い
ま

す
が
、
何
が
「
卆
」
な
の
か
。
単
に
字

面
合
わ
せ
か
、
そ
れ
と
も
人
生
の
人
と

し
て
の
卆
業
、
と
の
事
で
し
ょ
う
か
、

唯
モ
タ
モ
タ
と
、
そ
し
て
慌
た
だ
し
く

過
ご
し
て
来
た
様
で
物
悲
し
い
気
分
で

す
。
そ
の
時
々
を
も
っ
と
大
切
に
と
過

ぎ
た
事
な
の
で
簡
単
に
云
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
一
日
一
日
が

何
と
な
く
重
た
く
感
じ
ら
れ
、
果
た
し

て
残
り
の
日
々
を
有
意
義
に
生
き
て
行

け
る
か
と
、
体
力
・
気
力
・
考
え
る
力

も
貧
し
く
、
日
々
衰
え
ゆ
く
自
分
を
思

い
乍
ら
も
、
や
は
り
来
る
一
日
一
日
は

大
切
に
し
て
、
死
後
の
世
界
に
希
望
を

寄
せ
、
そ
れ
を
力
と
し
て
生
き
る
事
が

大
切
か
と
。
今
更
乍
ら
幼
児
の
時
か
ら

の
聞
き
馴
れ
た
リ
ズ
ム
に
安
心
感
を
覚

え
て
、
気
分
的
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
何
時
の
間
に
か
過
ご
し

た
長
き
人
生
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
高
７
期
】
七
七
会　

「
た
な
ば
た
」
ミ
ニ
同
窓
会

	

大
井
　
悦
夫

　
一
昨
年
の
母
校
創
立
１
２
０
周
年
記

念
に
開
催
し
た
七
七
会
同
窓
会
に
お
い

て
、
皆
、
良
い
ト
シ
に
な
っ
て
き
た
こ

と
で
も
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
は
昼
時
間

に
軽
く
飲
み
会
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
の
名
前

に
因
ん
で
、毎
年
７
月
７
日
に
、関
東
、

関
西
か
ら
で
も
日
帰
り
の
出
来
る
金
沢

で
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

第
1
回
の
「
た
な
ば
た
」
ミ
ニ
同
窓
会

を
昨
年
の
７
月
７
日
に
開
催
す
る
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
、

残
念
な
が
ら
中
止
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
是
非
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
同
級
生
皆
さ
ん
か
ら
多

数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
５
月

中
頃
に
ご
案
内
し
ま
す
。

佐
原
吉
博
氏
《
令
和
2
年
11
月
3
日
／

七
尾
市
産
業
賞
受
賞
》

【
高
11
期
】

山
原
昌
娃
氏
《
令
和
2
年
11
月
3
日
／

七
尾
市
文
化
賞
受
賞
》

【
高
14
期
】

小
西
史
彦
氏（
テ
ク
ス
ケ
ム
グ
ル
ー
プ
）

　
76
歳
に
な
り
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
身
体
を
鍛
え
健
康
に

注
意
し
今
で
も
現
役
で
仕
事
を
す
る
事

の
喜
び
を
感
じ
毎
朝
オ
フ
ィ
ス
に
出
か

け
てe-m

ail

と
かzoom

で
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
達
と
や
り
取
り
す
る
事
に

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
仕
事
に
励
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。（
濱
暉
元
／
文
）

【
高
15
期
】

　
令
和
2
年
9
月
24
日
（
木
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
仲
間
達

	
浅
井
　
忠
夫

　
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
世
の
中
全
て
外
出

を
控
え
、
会
合
・
行
事
を
控
え
る
中
、

仲
間
の
消
息
が
気
に
な
り
近
く
の
仲
間

に
声
を
掛
け
た
。（
県
を
ま
た
ぐ
移
動

は
控
え
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
り
遠

方
の
方
に
は
声
掛
け
な
し
）10
名
予
定
、

７
名
の
有
志
が
集
っ
た
。
１
年
前
開
催

の
本
部
同
窓
会
懇
親
会
「
あ
え
の
風
」

会
場
に
は
賑
わ
い
は
な
く
、
ひ
っ
そ
り

し
て
い
た
。

　
４
～
50
人
集
ま
る
大
規
模
な
同
窓
会

も
良
い
が
、
少
人
数
の
同
窓
会
も
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
市
内
に
育
っ
た
生

徒
は
、「
上
り
」「
下
り
」
汽
車
通
学
の

仲
間
の
苦
労
も
知
ら
ず
に
３
年
間
の
高

校
生
活
を
過
ご
し
た
。
七
尾
線
が
電
化

さ
れ
た
の
は
91
年
、
蒸
気
機
関
車
か
ら

気
動
車
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）
に
替
わ
っ
た

の
は
59
年
。
我
々
の
時
代
は
気
動
車
で

あ
っ
た
。

　
穴
水
・
中
島
・
笠
師
保
、
そ
れ
ぞ
れ

の
鉄
道
駅
に
辿
り
着
く
ま
で
自
転
車
で

30
分
、
気
動
車
30
分
。
高
校
迄
徒
歩
10

～
15
分
の
「
東
」「
西
」
と
は
大
違
い
。

早
起
き
し
て
、
朝
飯
、
自
転
車
、
気
動

車
、
落
ち
着
く
間
も
な
く
一
限
目
の
授

業
、
当
て
ら
れ
て
答
え
ら
れ
ず
、
立
ち

ん
坊
。
横
目
に
見
な
が
ら
何
も
出
来
な

い
ボ
ク
が
い
た
。
60
年
前
の
高
校
生
活

の
想
い
出
。

　
運
営
協
力
金
、
有
難
う
。
15
回
の
仲

間
達
よ
！

橋
本
秀
和
氏
《
令
和
2
年
10
月
21
日
／

令
和
2
年
度
薬
事
功
労
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
受
賞
》

【
高
30
期
】

リ
モ
ー
ト
関
東
同
期
会

	

黒
田
　
与
博

　
高
30
期
関
東
同
期
会
第
４
回
は
、
10

月
17
日(
土)
に
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
乾
杯
後
、
各
人
の
飲
み
物
や

食
べ
物
の
紹
介
、
近
況
や
地
元
在
住
同

期
生
・
恩
師
の
ご
様
子
な
ど
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
の
リ
モ
ー
ト
開
催

に
な
り
、
新
た
な
仲
間
も
交
え
て
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　
定
年
を
迎
え
、
地
元
に
帰
る
同
期
生

も
あ
り
、
12
月
13
日(

日)

に
は
リ
モ
ー

ト
忘
年
会
も
開
催
。
参
加
者
は
都
度
変

わ
り
ま
す
が
、
リ
モ
ー
ト
と
い
う
気
軽

さ
で
、
10
月
に
引
き
続
き
の
開
催
で
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
、
直
接

触
れ
合
え
る
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
に

戻
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

　
同
期
生
の
輪
が
少
し
で
も
広
が
り
ま

す
よ
う
に
。

【
高
31
期
】

渡
辺
芳
昭
氏
《
令
和
2
年
11
月
26
日
／

令
和
2
年
度
教
育
者
文
部
科
学
大
臣
表

彰
受
賞
》

第　42　号 令和 3年 5月（8）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

期
別
同
窓
会
開
催
の
ご
報
告



第　42　号（9）令和 3年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

地区別同窓会活動状況
　昨年度は、新型コロナウィルスの脅威から皆さまの安全第一を考え全ての同窓会総会等が中止となりました。開催できな
いもどかしさもありましたが、改めて同窓会の現状を見つめ直す良い機会となりました。各地区にて話し合いがもたれ、次
の提案がされました。

関 東 同 窓 会 　【会員数：約2,700名】　【お知らせ】令和３年度総会・懇親会は中止となりました。

これから行っていきたいこと
●魅力的な総会作り。　●総会時の案内冊子の活用。（５年程前からカラー冊子を作り好評だが他の機会の活用）

会員様へのメッセージ
★とにかく一度、総会、懇親会に参加してください！その魅力に気づいていただけます｡
★期毎に行っている同窓会の情報を当会に知らせして欲しい｡

○お問い合わせ先
〔郵便物〕〒134-0084　東京都江戸川区東葛西4-25-1　七尾高校関東同窓会事務局
〔Ｅメール〕nanako_kanto@yahoo.co.jp
〔TEL ／ FAX〕0767-52-3376（七尾高校同窓会事務局まで）

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。

能登町・珠洲市同窓会 　【会員数：約300名】

これから行っていきたいこと　●会員皆が若い世代に声がけして、地道に勧誘していきます。

○お問い合わせ先
事務局　大森　喜弘（高26）　〔TEL〕0768-62-0247

関 西 同 窓 会 　【会員数：約1,400名】　【お知らせ】令和３年度総会・懇親会は中止となりました。

これから行っていきたいこと
●新しい幹事の確保。　●同窓会案内状の送付量の改善。（3回以上、返信無しには、送付しない）
●住所が石川県になっている人達の取り扱い。（学生を含む）　●同窓会当日の無断欠席の防止策の検討。
●七尾高校同窓会ホームページの活用。　●新しい通信媒体、携帯電話、メール、ライン、ツイッター等の活用。

会員様へのメッセージ
★新しい幹事確保のため幹事の仕事内容のアピール、友人等の紹介をしていただきたい。　★愉しい企画の提案。

○お問い合わせ先
事務局　辻口　信良（高18）
　　　　〒530-0047　大阪府大阪市北区西天満4-8-2北ビル本館4階　太陽法律事務所内
　　　　〔TEL〕06-6361-8888 ／〔FAX〕06-6361-8889

　　子育　子母尊神霊場
　　日蓮宗五勝具足之大本山

中山 法華経寺
　　貫首　　新井 日湛
〔旧姓名〕福井 清仁（高６回）／七尾市小島町法華谷出身

〒 272-0813　千葉県市川市中山２丁目１０番１号
電話　０４７（３３４）３４３３ ㈹

三 門（赤門・仁王門）

　　前田利常公 寄進
　　五重之塔（国指定重要文化財）



第　42　号 令和 3年 5月（10）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

中 京 同 窓 会 　【会員数：約400名】

これから行っていきたいこと　●総会、懇親会の出席者に対する世話人への勧誘。　●総会・懇親会のＰＲ。

会員様へのメッセージ
★総会・懇親会への積極的参加をお待ちしております。　★同窓会の方々と交流を深めるよい機会です。
★景品が当たるお楽しみ抽選会もあります！

○お問い合わせ先
事務局　川尻　　稔（高29）
　　　　〒464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3-10-19　株式会社グリーンランド内
　　　　〔TEL〕090-2188-0009　〔Ｅメール〕nanakou@kawashiri.com

中 能 登 同 窓 会 　【会員数：約1，800名】　【お知らせ】令和３年度総会・懇親会は中止となりました。

これから行っていきたいこと
●地元の役所や企業等にお勤めの方が同窓生と分かり次第、総会、懇親会への出席依頼と幹事就任依頼を役員が行っている。
●総会、懇親会の参加者を増やすため、最多参加賞や初参加賞などを設け景品を贈呈している。
●誰でも参加しやすいように、会費を安く設定している。

会員様へのメッセージ
★当会は、肩肘張らずに楽しめるアットホームな会ですので、是非参加してみてください！

○お問い合わせ先
事務局長　　藤澤　　恒（高41）
　　　　　　〒929-1804　石川県鹿島郡中能登町在江ワ21　　 〔TEL〕0767-57-1775
事務局次長　澤井　健一（高41）
　　　　　　〒929-1811　石川県鹿島郡中能登町二宮レ139-1　〔TEL〕0767-76-0875

金沢地区合同同窓会 　【会員数：約3，000名】

※お問い合わせは、七尾高校同窓会事務局まで

羽咋宝達志水地区同窓会 　【会員数：約380名】

これから行っていきたいこと　●口コミや職場での声掛けを行っている。

会員様へのメッセージ
★同窓生と会うと嬉しくなり、いろいろ情報交換したり相談できたりしますよ。

○お問い合わせ先
事務局　尾崎真裕美（高31）　〔TEL〕090-9769-1817

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
E-mail h.matsumoto.dc@gamma.ocn.ne.jp 

URL https://localplace.jp/t100308372 

〒926-0811七尾市御祓町ホ 26-4 <パトリア後ろ> 

  TEL・FAX (０７６７)５５３３--４４１１８８００
 ﾖ ｲ ﾊ ﾏﾙ

㈹  

歯 科 

矯 正 歯 科 

歯科口腔外科 

小 児 歯 科 

歯学博士 松 本 博 雄（高 5回） 松 本 秀 彦（高 40回） 
歯 学 博 士 

日本矯正歯科 
学 会 認 定 医 



第　42　号（11）令和 3年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

志 賀 町 同 窓 会 　【会員数：約300名】

これから行っていきたいこと
更に活性化の道はあるものと思いますが、限られた地域でのことであり、普段から、各種の場面にて会員相互の交流や親
睦が行われており、同窓会としての交流は、現状の４年毎の総会・懇親会、２年毎の懇親会の開催、毎年度の本部同窓会
への参加等で十分に会としての役割は果たされているものと思っています。
しかし、さらなる会の存在感を高めるとすれば、懇親の場の設定だけに留まらず、何らかの地域貢献に繋がる取り組みが
実施できれば良いと考え、具体化していきたいと思っています。

会員様へのメッセージ
★20歳代から80歳代までの幅広い年代層の皆さんが出席され、縁あって町内にお勤めの他市町出身の同窓生にも参加し
ていただいております。
★若い世代の参加が多いとの評価もいただいており、世代や業種を超えて旧交を深め、温かな交流を大切にしています。
★本部同窓会への参加者が固定化されており、いろいろな機会を捉えての会員相互の勧誘活動を通して、更に多くの参加
者になれば良いと考えます。

○お問い合わせ先
代表幹事　藤田　隆司（高47）
　　　　　〒925-0202　石川県羽咋郡志賀町代田ハ71　〔TEL〕090-8742-7248

輪 島 市 同 窓 会 　【会員数：約140名】

○お問い合わせ先
事務局　井池　光信（高26）　〔TEL〕090-2127-1810

穴 水 町 同 窓 会 　【会員数：約470名】

○お問い合わせ先
事務局　林　　　要（高29）　〔TEL〕0768-52-0098

富 山 同 窓 会 　【会員数：約340名】

会員様へのメッセージ
★発足してまだ日は浅く、皆さまのお声掛けが頼りです。その繋がりの輪が徐々に広がり、皆さまと一緒に富山同窓会を
創っていきたいと思っております。

※お問い合わせは、七尾高校同窓会事務局まで

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。

室屋直人 税理士事務所
          （高19回）

〒605-0012　　　 　　　　 　　
京都市東山区東大路三条東入
TEL075-762-1020 　FAX075-762-1027



■
顧　
問

圓
山　
義
一
（
中
38
）

佐
原　
吉
博
（
高
7
）

大
林　
重
治
（
高
13
）

山
本
み
の
る
（
女
31
）

■
会
長

津
田　
文
雄
（
高
20
）

■
名
誉
会
長
〈
校
長
〉

大
西　
　
誠
（
高
33
）

■
副
会
長

大
岩　
為
一
（
高
17
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

小
川　
幸
彦
（
高
26
）

久
保　
　
聡
（
高
27
）

鰀
目　
　
剛
（
高
30
）

内
田　
幸
子
（
高
32
）

佐
原　
博
之
（
高
33
）

長
谷
川
明
子
（
高
34
）

前
山　
英
規
（
高
39
）

木
村　
静
夫
（
高
40
）

■
議　
長

田
中　
道
夫
（
高
23
）

■
副
議
長

多
田　
　
朗
（
高
25
）

■
監　
事

今
村　
七
郎
（
高
13
）

所
司　
久
雄
（
高
20
）

佐
原
加
津
美
（
高
27
）

■
理　
事

古
川　
正
弘
（
中
42
）

守
友　
宗
次
（
中
44
）

田
中　
三
郎
（
中
46
）

谷　
　
為
之
（
中
46
）

後
藤　
由
雄
（
中
47
）

稻
葉　
　
健
（
中
48
）

垣
内　
外
美
（
女
28
）

村
守　
絹
子
（
高
1
）

木
下　
成
一
（
高
2
）

長
澤　
秀
子
（
高
2
）

前
川　
貞
夫
（
高
3
）

桜
井　
洋
子
（
高
3
）

寺
岡　
順
治
（
高
4
）

大
場　
　
悟
（
高
4
）

春
成　
　
泰
（
高
5
）

新
城　
久
代
（
高
5
）

木
本　
峰
生
（
高
6
）

受
川　
則
子
（
高
6
）

大
井　
悦
夫
（
高
7
）

石
垣　
龍
子
（
高
７
）

横
山　
文
男
（
高
8
）

宮
本　
博
子
（
高
8
）

中
田　
　
惇
（
高
9
）

杉
本　
亮
子
（
高
9
）

武
元　
文
平
（
高
10
）

濵
田　
陸
子
（
高
10
）

西
村　
邦
夫
（
高
11
）

元
橋　
範
子
（
高
11
）

大
根　
富
男
（
高
12
）

高
田
久
美
子
（
高
12
）

今
村　
七
郎
（
高
13
）

小
林
智
恵
子
（
高
13
）

濱　
　
暉
元
（
高
14
）

西
村
由
紀
子
（
高
14
）

浅
井　
忠
夫
（
高
15
）

北
野　
昌
子
（
高
15
）

古
川　
久
次
（
高
16
）

木
下
芙
美
子
（
高
16
）

大
岩　
為
一
（
高
17
）

坂
野　
葉
子
（
高
17
）

橋
屋　
　
愈
（
高
18
）

春
木　
良
子
（
高
18
）

浅
野　
栄
二
（
高
19
）

森
山　
典
子
（
高
19
）

八
島　
吉
男
（
高
20
）

濱
中　
利
博
（
高
21
）

伊
藤　
厚
子
（
高
21
）

岩
城　
留
吉
（
高
22
）

登
美　
鈴
恵
（
高
22
）

田
治　
吉
彦
（
高
23
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

勝
木　
攝
子
（
高
24
）

鵜
沢　
　
徹
（
高
25
）

熊
谷　
京
子
（
高
25
）

丹
保　
甚
逸
（
高
26
）

塩
村
美
保
子
（
高
26
）

西
村　
正
悦
（
高
27
）

今
井　
一
美
（
高
27
）

赤
倉　
一
郎
（
高
28
）

千
場
恵
美
子
（
高
28
）

横
山　
忠
篤
（
高
29
）

清
水　
　
桂
（
高
29
）

鰀
目　
　
剛
（
高
30
）

高
瀬
あ
ず
さ
（
高
30
）

滝
野　
　
満
（
高
31
）

碇
川　
直
子
（
高
31
）

小
石　
芳
一
（
高
32
）

竹　
外
喜
子
（
高
32
）

木
下　
義
隆
（
高
33
）

道
下　
雅
美
（
高
33
）

横
山　
茂
弘
（
高
34
）

池
田　
弘
子
（
高
34
）

上
谷　
正
人
（
高
35
）

山
崎　
香
織
（
高
35
）

茶
谷　
義
隆
（
高
36
）

浦
上　
智
美
（
高
36
）

浅
野　
恵
三
（
高
37
）

窪　
き
よ
美
（
高
37
）

青
木　
信
幸
（
高
38
）

澤
井　
有
里
（
高
38
）

松
崎　
　
健
（
高
39
）

池
﨑　
綾
子
（
高
39
）

政
浦　
芳
典
（
高
40
）

岡
島　
佳
子
（
高
40
）

津
田　
　
晃
（
高
41
）

田
畑　
瑞
穂
（
高
41
）

山
岸　
　
充
（
高
42
）

林　
真
由
美
（
高
42
）

姥
浦　
秀
史
（
高
43
）

森
山　
奈
美
（
高
43
）

金
氏　
克
弥
（
高
44
）

三
野　
　
希
（
高
44
）

竹
本　
正
裕
（
高
45
）

勝
尾　
　
泉
（
高
45
）

関
軒
賢
太
郎
（
高
46
）

竹
下　
夏
子
（
高
46
）

政
浦　
義
輝
（
高
47
）

酒
元　
美
江
（
高
47
）

林　
　
寿
嗣
（
高
48
）

山
岡　
美
穂
（
高
48
）

笹
井　
博
司
（
高
49
）

北
口　
雅
子
（
高
49
）

大
井　
智
彦
（
高
50
）

松
柳
佳
代
子
（
高
50
）

■
評
議
員

坂
井　
　

（
中
40
）

大
窪　
英
治
（
中
44
）

真
舘　
静
代
（
女
25
）

木
下　
俊
政
（
高
4
）

佐
野　
藤
造
（
高
5
）

村
田　
修
一
（
高
6
）

大
橋　
　
覚
（
高
7
）

堀
岡　
啓
吾
（
高
8
）

初
道　
政
子
（
高
9
）

佐
藤　
一
郎
（
高
10
）

姥
浦　
昭
二
（
高
11
）

草
間　
哲
男
（
高
12
）

堀
岡　
敏
幸
（
高
13
）

上
村　
　
実
（
高
14
）

橋
本　
秀
和
（
高
15
）

大
星　
正
嗣
（
高
16
）

平
山　
　
全
（
高
17
）

山
本　
益
夫
（
高
18
）

福
井　
清
久
（
高
19
）

竹
田　
　
徹
（
高
20
）

菅
野　
広
士
（
高
21
）

姥
浦　
敏
明
（
高
22
）

田
中　
道
夫
（
高
23
）

脇
坂　
雅
子
（
高
24
）

多
田　
　
朗
（
高
25
）

北
原　
良
彦
（
高
27
）

坂
本　
博
史
（
高
28
）

久
保　
明
義
（
高
29
）

中
山　
　
潔
（
高
30
）

宮
下　
　
修
（
高
31
）

大
谷
し
ず
香
（
高
32
）

松
井　
敏
史
（
高
33
）

中
澤　
　
賢
（
高
34
）

楠　
　
利
勝
（
高
35
）

種
谷　
多
聞
（
高
36
）

三
谷　
康
彦
（
高
37
）

古
川　
宏
幸
（
高
38
）

吉
田　
茂
和
（
高
39
）

中
西　
文
江
（
高
40
）

澤
井　
健
一
（
高
41
）

伊
藤　
隆
行
（
高
42
）

芝
垣　
圭
太
（
高
43
）

村
田　
　
充
（
高
44
）

高
橋　
正
浩
（
高
45
）

中
畠　
慶
一
（
高
46
）

西
野　
智
紀
（
高
47
）

清
水
真
一
路
（
高
48
）

西
村　
雅
宏
（
高
49
）

細
川　
泰
威
（
高
50
）

【
関
東
同
窓
会
】

顧
問

津
田　
兵
衞
（
高
3
）

三
浦　
孝
明
（
高
3
）

相
談
役

中
村　
一
夫
（
中
46
）

木
下　
嘉
平
（
高
15
）

会
長

竹
内　
淳
一
（
高
25
）

副
会
長

田
中　
敏
雄
（
高
8
）

　
　
会
計
監
査
兼
任

寺
崎　
米
嗣
（
高
14
）

道
下　
敏
光
（
高
35
）

　
　
会
計
幹
事
兼
任

幹
事
長

三
谷　
　
学
（
高
19
）

会
計
監
査

木
下　
孝
生
（
高
12
）

会
計
幹
事

西
尾　
　
肇
（
高
18
）

【
関
西
同
窓
会
】

顧
問

山
﨑　
静
子
（
女
32
）

会
長

上
林
正
一
郎
（
高
20
）

副
会
長

勘
山　
　
悟
（
高
9
）

大
西　
良
子
（
高
9
）

野
村　
治
雄
（
高
10
）

岩
尾　
初
子
（
高
13
）

辻
口　
信
良
（
高
18
）

幹
事
長

越
後　
雅
昭
（
高
31
）

会
計

甘
田　
外
成
（
高
13
）

三
谷　
史
生
（
高
17
）

会
計
監
査

近
江　
隆
司
（
高
14
）

中
島　
幸
代
（
高
21
）

【
中
京
同
窓
会
】

顧
問

坂
本　
　
惇
（
高
8
）

会
長

松
本　
晴
男
（
高
23
）

副
会
長

八
木　
哲
司
（
高
22
）

髙
山　
博
之
（
高
24
）

　
　
　
代
表
幹
事
兼
任

会
計

柴
田　
弘
美
（
高
26
）

会
計
監
査

倉
田
美
智
子
（
高
13
）

坂
江　
章
演
（
高
29
）

【
金
沢
地
区
合
同
同
窓
会
】

顧
問

髙
澤　
　
基
（
高
17
）

会
長

西　
　
徹
夫
（
高
18
）

副
会
長

稲
葉　
良
二
（
高
23
）

島
崎
賢
之
進
（
高
25
）

中
山　
　
潔
（
高
30
）

【
中
能
登
同
窓
会
】

代
表
顧
問

稻
葉　
　
健
（
中
48
）

顧
問

谷　
　
為
之
（
中
46
）

八
十
田　
至
（
高
20
）

相
談
役

前
川　
貞
夫
（
高
3
）

肥
田　
吉
保
（
高
7
）

会
長

今
井　
武
司
（
高
13
）

副
会
長

戸
部　
信
六
（
高
9
）

谷
内　
洋
介
（
高
15
）

太
田　
光
子
（
高
15
）

島
田　
博
文
（
高
16
）

鈴
木　
弘
子
（
高
17
）

長
谷
川
恵
美
子
（
高
18
）

代
表
幹
事

遠
藤　
　
憲
（
高
21
）

会
計
監
査

宮
本　
哲
夫
（
高
12
）

新
屋　
春
雄
（
高
14
）

【
志
賀
町
同
窓
会
】

顧
問

青
山　
源
隆
（
高
20
）

林　
　
一
夫
（
高
20
）

会
長

坂
本　
　
衛
（
高
22
）

副
会
長

板
尾　
信
子
（
高
27
）

高
山　
　
孝
（
高
28
）

荒
川　
　
仁
（
高
33
）

代
表
幹
事

藤
田　
隆
司
（
高
47
）

監
事

山
岸　
幸
雄
（
高
22
）

酒
谷　
正
人
（
高
26
）

【
輪
島
市
同
窓
会
】

会
長

小
山　
桂
一
（
高
15
）

副
会
長

盤
若　
　
尚
（
高
18
）

代
表
幹
事

廣
江　
雄
幸
（
高
23
）

監
事

今
寺　
伸
子
（
高
19
）

村
元　
　
悟
（
高
24
）

【
穴
水
町
同
窓
会
】

顧
問
相
談
役

蔵
瀬　
助
定
（
高
9
）

曽
良　
昌
嗣
（
高
16
）

摩
郷　
則
雄
（
高
16
）

大
中　
正
司
（
高
18
）

宮
下
源
一
郎
（
高
18
）

顧
問

井
下　
　
守
（
高
27
）

会
長

北
川　
浩
文
（
高
24
）

副
会
長

高
木　
作
之
（
高
30
）

七
海　
友
也
（
高
35
）

代
表
幹
事

江
戸　
伸
一
（
高
26
）

会
計

林　
　
　
要
（
高
29
）

会
計
監
査

新
本
美
恵
子
（
高
13
）

【
能
登
町
・
珠
洲
市
同
窓
会
】

顧
問

福
池　
正
人
（
高
17
）

会
長

酒
屋　
利
信
（
高
26
）

副
会
長

中
板　
富
子
（
高
24
）

隅　
幾
久
子
（
高
28
）

三
宅　
一
宏
（
高
35
）

代
表
幹
事

新
田　
　
豊
（
高
19
）

監
事

馬
場　
　
等
（
高
24
）

青
木　
星
一
（
高
25
）

【
羽
咋
宝
達
志
水
地
区
同
窓
会
】

顧
問

櫻
木　
　
博
（
高
7
）

小
幡　
秀
治
（
高
8
）

会
長

田
村　
敏
博
（
高
23
）

副
会
長

赤
池　
礼
子
（
高
19
）

代
表
幹
事

清
水　
久
範
（
高
21
）

監
事

安
達　
清
子
（
高
21
）

山
本
ま
り
子
（
高
21
）

【
富
山
同
窓
会
】

会
長

三
浦　
正
義
（
高
23
）

副
会
長

戸
澗　
裕
文
（
高
27
）

会
計

常
光　
健
一
（
高
37
）

会
計
監
査

半
田　
豊
和
（
高
23
）

中
條　
智
恵
（
高
38
）

■
事
務
局

副
校
長

中
澤　
　
賢
（
高
34
）

教　
頭

安
達　
和
彦

事
務
長
〈
会
計
〉

滝　
　
　
渉
（
高
36
）

笠
間　
路
行
（
高
34
）

橋
谷　
広
司

谷
内
真
喜
子
（
事
務
）

（
令
和
３
年
4
月
現
在
）

第　42　号 令和 3年 5月（12）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

（
令
和
３
年 

七
尾
高
等
学
校
同
窓
会
役
員
）



同 

窓 

探 

訪　
加
地
求
さ
ん
（
高
25
）

は
洋
画
団
体 

一
水
会
の

会
員
と
し
て
油
絵
の
創

作
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
。
平
成
16
年
か
ら
は
数
年
お
き
に
個
展
を

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
１
月
に
は
、
し
ら
井

ギ
ャ
ラ
リ
ー
玉
藻
で
新
春
洋
画
作
品
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
に
は
、の
と
し
ん
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
か

わ
も
」
で
「
加

地 

求 

洋
画
教

室
展
」
を
催

す
な
ど
、
地

域
の
芸
術
文

化
振
興
の
一

助
を
担
わ
れ

て
い
ま
す
。

第　42　号（13）令和 3年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

祝
叙
勲

　
叙
勲
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

橋
　
本
　
英
　
一
（
高
19
）
千
葉
県

令
和
３
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

永
　
井
　
　
　
緑
（
高
29
）
大
阪
府

　
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
※
同
期
、
知
人
で
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
を

　
　
ご
存
知
で
し
た
ら
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

第
27
回
　
七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
展

会
期　
９
月
23
日
（
木
・
祝
）
～
２6
日
（
日
）

（
24
日
（
金
）
は
休
館
）

会
場　
石
川
県
七
尾
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
七
尾
市
小
丸
山
台
１
の
１
）

主
催　
七
尾
高
校
同
窓
美
術
会

共
催　
七
尾
高
校
同
窓
会

作
品
を
募
集
し
ま
す

　
絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真

　

昨
年
は
74
点
（
一
般
41
点
、
在
校
生
33
点
）
が
出
品
さ
れ
、
３
日

間
で
３
６
３
人
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
校
生
の
美
術
部
・

書
道
部
か
ら
の
出
品
が
年
ご
と
に
増
え
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
か
ら
の
多
数
の
出
展
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
木
本　
峰
生
（
高
６
）

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
事
務
局

〒
９
２
６
―
０
８
１
８

　
七
尾
市
馬
出
町
ハ
４
の
１

a
０
７
６
７
―
５
３
―
３
１
５
５

d
０
７
６
７
―
５
３
―
３
４
４
９

　
　
　
　
　
　
今
井　
覚
（
高
17
）

白飯、炊き込みご飯、すし飯
弁当、オードブル、すし盛り合わせ等々
ご飯のことならなんでも・・・・。

有限会社　和 倉 炊 飯
代表取締役　多田　朗　（高25回生）

七尾市石崎町ヨ部17-2
Tel 0767-62-1330　Fax 62-8331

内　　　科・整形外科
リハビリテーション科

医療法人社団　生生会

府中町 68-3

円 山 寛 人（高22回）理事長
院　長

医療法人社団
生生会

院　長・円山恵子　千野町に-10
理事長・円山寛人

☎57-8600(代)

☎52-3400(代)

デイケアセンター　すこやか
えんやま健康クリニック円山病院

循環器科・消化器科・内科
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

せいせいかい

えんやま







第　42　号 令和 3年 5月（16）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

校内球技大会／ 10月

サイエンスツアー／ 11月

エンパワーメント／ 12月

自然科学研究Ⅱ(課題研究) ／ 7月

マリンサイエンス／９月

七高祭・書道パフォーマンス／ 8月

七高祭／ 8月

校内球技大会／ 10月

新人大会／ 11月

エンパワーメント／ 12月

 ご寄贈（令和２年４月～令和３年３月）

　◦三井　　修（高19）　自著『雪降る国から砂降る国へ』（青磁社）

令和3年度　新旧学校長歓送迎会
～山口和人校長（高31）から大西誠校長（高33）へ～

〔令和3年4月3日：当校にて〕

第26代山口校長よりご挨拶（転任された職員も紹介されました）

第27代大西校長へ花束贈呈（右から2番目）

大学合格者数 （令和3年4月現在）

国立大学 令和２年度 令和元年度 平成30年度
東 　 京 1 1
京 都 3 1
*医 学 科 2 2 1
北 海 道 7 7 3
東 北 3 5 2
名 古 屋 1 2 2
大 阪 2 2 6
九 　 州 1
神 　 戸 4 7 4
筑 波 2
茨 　 　 城 1
埼 玉 2 1 1
千 　 葉 3 1
東 京 学 芸 1
東 京 農 工 1
横 浜 国 立 1
上 越 教 育 3 2
新 潟 4 9 4
富 山 12 31 16
金 沢 27 21 31
福 　 井 7 7 3
信 　 州 1 3 7
岐 　 阜 1 1
静 岡 2 3
広 　 島 1 1 1
そ の 他 16 14 15

合　計 93 125 105
※医学科は金沢大学、千葉大学を含む

公立大学 令和２年度 令和元年度 平成30年度
高 崎 経 済 1 4 2
東 京 都 立 2
富 山 県 立 6 5 6
石 川 県 立 看 護 4 5 9
石 川 県 立 5 1 2
金 沢 美 術 工 芸 1 1
福 井 県 立 5 4 2
都 留 文 科 2 7
大 阪 府 立 1 1 1
そ の 他 29 14 27
合　 　計 54 37 56

私立大学 令和２年度 令和元年度 平成30年度
中 央 1 2 1
東 京 理 科 1 6 1
法 政 1 1
立 教 2 1
明 治 4
早 稲 田 1 4
青 山 学 院 1 1
同 志 社 7 9 6
立 命 館 43 34 32
関 　 西 9 8 7
関 西 学 院 3 5 9
そ　の　他 415 561 315

合　計 484 635 372



創
意
工
夫
の
コ
ロ
ナ
対
策　

　
全
国
的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
る
状
況
の
中
、

生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
と
教
員
が

意
見
を
出
し
合
い
腐
心
の
末
、
令

和
２
年
度
七
高
祭
を
８
月
28
～
29

日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

　
例
年
、
文
化
祭
２
日
、
体
育
祭

１
日
の
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

日
に
縮
小
し
、
一
般
公
開
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

文
化
祭
／
分
散
、

同
時
開
催
で
密
を
回
避

　
文
化
祭
で
は
、
合
唱
大
会
は
行

わ
ず
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
会
場
を

分
散
さ
せ
て
、
密
集
を
防
ぐ
対
策

を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
店

で
は
調
理
は
行
わ
ず
、
基
本
的
に

既
製
品
の
販
売
の
み
と
し
ま
し

た
。
全
校
生
徒
が
同
じ
会
場
で
盛

り
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が

取
れ
な
い
中
で
、
少
し
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
生
徒
会
役
員

が
知
恵
を
絞
っ
た
企
画
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
す
っ
か
り
七

尾
高
校
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
、

書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
力
強
く
「
希
望
」
の
文
字

が
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

指
導
者
の
三
藤
観
映
先
生
（
高

17
）
は
、「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ

為
に
元
気
を
伝
え
た
く
て
こ
の

テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
は
じ
め
は
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
部
員
た
ち
が
日
々

稽
古
を
重
ね
る
う
ち
に
気
合
い
や

気
迫
が
増
し
、
本
番
で
そ
れ
が
爆

発
し
た
の
で
嬉
し
い
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

体
育
祭
／
棒
倒
し
は
断
念

　
体
育
祭
で
は
、
競
技
中
の
密
接

が
避
け
ら
れ
な
い
「
棒
倒
し
」
に

代
わ
り
、
団
・
ク
ラ
ス
対
抗
フ

ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
部
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
各

部
活
動
の
代
表
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

や
着
ぐ
る
み
な
ど
を
身
に
着
け
、

竹
刀
や
楽
器
な
ど
各
部
を
象
徴
す

る
も
の
を
バ
ト
ン
に
リ
レ
ー
を
繋

ぎ
、会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
羽
石
作
大
朗
会
長

が
生
徒
会
役
員
た
ち
へ
涙
な
が
ら

に
感
謝
を
述
べ
、
生
徒
た
ち
は
大

き
な
拍
手
で
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
七
高
祭
開
催
ま
で
に
苦
労
し

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
３
か
月
間
の
休
校
期
間
が
あ

り
、
開
催
で
き
る
か
予
想
で

き
な
か
っ
た
。
何
が
だ
め
で

何
を
し
て
い
い
の
か
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
し
、
例
年
に
な

い
こ
と
を
一
か
ら
考
え
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
。

Ｑ
．
七
高
祭
開
催
に
あ
た
っ
て
工

夫
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
．
コ
ロ
ナ
禍
で
生
徒
が
表
現
し

た
い
こ
と
が
出
来
る
か
、
完

全
燃
焼
出
来
る
か
が
大
事

だ
っ
た
た
め
３
密
回
避
を
行

い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
に
気
を
付
け
た
。

Ｑ
．
七
高
祭
で
実
践
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
生
徒
会
の
企
画
は
す
べ
て
満

足
し
て
お
り
、
よ
く
自
分
た

ち
で
考
え
て
コ
ロ
ナ
対
策
が

で
き
た
と
思
っ
た
し
考
え
た

以
上
の
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

信
頼
で
き
る
生
徒
に
恵
ま
れ

て
と
て
も
安
心
し
た
。

Ｑ
．
反
省
点
や
次
の
開
催
に
生
か

せ
そ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
．
反
省
点
は
な
く
大
満
足
し
て

い
る
。
生
徒
会
執
行
部
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
と
て
も

頼
も
し
か
っ
た
。
ま
た
先
生

以
上
の
力
が
あ
り
期
待
以
上

だ
っ
た
。
七
高
祭
は
苦
労
も

あ
る
が
、
泣
く
ほ
ど
感
動
す

る
行
事
だ
か
ら
来
年
も
頑
張

ろ
う
！

成功を信じ一致団結の前期生徒会メンバー
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コ
ロ
ナ
禍
で
異
例
の
七
高
祭

七
高
祭
で
の
立
役
者　

中
越
顕
治
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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七高今昔  Now and Then　
安井　英司　先生(高61)　「一意専心」

　私は、平成18 ～ 20年度の3年間、本校で高校生活を過ごし、男子バスケットボール部に所属しました。とに
かくバスケット一筋の生活で、必ず全国大会に出場すると覚悟を決めて練習に励む毎日でした。自分が主将を務
めたときにインターハイ、ウィンターカップ出場を勝ち取ったことは高校時代の大きな思い出です。部活動を通
して、自分で決めたことをやり抜くこと、そして多くの人に支えられたことなど、生きていく上での様々な学び
を得ることができました。
　当時の私は部活動に熱中するあまり勉強そっちのけだったこともあり、迷惑をかけたことと思いますが、その
自分を受け止めご指導いただいた先生方に心から感謝しています。特にバスケットボール部の顧問だった黒坂昭
弘先生（高39）との出逢いが自分を変えるきっかけとなりました。生徒に言うことを先生自身が実行されて範
を示し、生徒に対して熱い情熱を感じさせる方でした。まさしく、「やっ
てみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」
を体現されていました。
　ご縁が重なり母校に赴任させて頂き、今年で７年目になります。七
尾高校の「生徒」から「教師」という立場に変わりましたが、高校時
代から初志貫徹していることは「バスケットボール部のインターハイ
出場」、そして「一意専心 ～決めたことをやり抜き、人間的成長の限
りない追求～」です。七尾高校には様々な可能性に満ちた生徒達がた
くさんいます。自分を認め、導いてくれた恩師のように、目の前の生
徒と全力で関わり、共に成長していきたいと思います。今後とも七尾
高校へのご支援の程よろしくお願いします。

ようこそ母校へ！
令和３年度、新たに七尾高校へ教諭として赴任された同窓生２名にインタビューしました。

上　百代　先生
（高 37）

井藤　龍真　先生
（高 58）

 Q:　高校時代の思い出を聞かれて、最初に浮かぶ出来事は何ですか？ 
　当時は女子ボート部が創設されたときで、須田(旧姓：髙
橋）裕子さん（高37）に誘われて入部したことが思い出さ
れます。その時には男子ボート部の部長が前教頭の樋上哲
也先生（高36）でした。とにかく技術よりもまずは体力勝
負で、毎日持久走と筋力トレーニングに明け暮れていまし
たね。

　高校生のときは、陸上部に所属し、800ｍと400ｍの選手
として日々練習に励みました。そんなに実力はなかったよ
うに思いますが、最後の県総体で準決勝まで進出できたこ
とが良い想い出となっています。

 Q:　七尾高校での学校行事について思い出されることは何ですか？ 
　校内体操大会、校内陸上大会、それに野外劇がありまし
たね。私は大根役者でしたが、クラスは「衣装はすばらし
いで賞」を取っていました。

　校内マラソン大会があり、当時は陸上部員も参加し、私
自身も10位以内には入賞していました。

 Q:　勉強については何か印象に残っていることはありませんか？ 
　私自身は正直あまり勉強しなかったかも、、、
　課題がたくさんあっていやだったなあって記憶がありま
す。

　みんな一所懸命勉強している雰囲気がありました。
　私個人については、数学は得意としていましたが、英語
が苦手で、３年生のときは英語も頑張ったと思います。

 Q:　現在の七高生の印象を聞かせてください。 
　生徒はみんな礼儀正しく、あいさつもよくしてくれるし、
一所懸命勉強していますね。

　今年は１年生を担当して、新入生って本当に初々しいと
感じています。この新しい校舎で高校生活をおもいっきり
満喫してほしいです。



【野球部】
☆夏季石川県高等学校野球大会
　能登地区予選　　七尾 2－1 門前
　県大会２回戦　　七尾 0－5 鵬学園
☆北信越地区高等学校野球石川大会
　１回戦　　　　　七尾 0－11 金沢龍谷
☆石川県高等学校野球一年生大会
　１回戦　　　　　七尾 1－13 小松大谷
【空手道部】
☆石川県高校新人大会
　男子団体形　　３位（北信越新人大会出場）
　女子団体形　　３位（北信越新人大会出場）
　男子団体組手　３位（北信越新人大会出場）
　女子団体組手　３位（北信越新人大会出場）
　女子個人形　　名山　幸那	 ベスト８
　　　　　　　　池永　温美	 ベスト８
　男子個人組手-68kg級 
　　　　　　　　歌野　天飛	 ベスト４
　女子個人組手+59kg級
　　　　　　　　橋本　悠羽	 ベスト４
　女子個人組手-59kg級
　　　　　　　　池永　温美	 ベスト４
☆北信越高校新人大会
　男子団体形　　第１ラウンド敗退
　女子団体形　　第１ラウンド敗退
　男子団体組手　七尾 0－5 松本第一
　女子団体組手　七尾 1－4 松本第一

【剣道部】
☆高校剣道能登地区大会　女子団体　第３位
☆石川県高校新人大会
　男子団体　１回戦　　七尾 0－4 星稜
　女子団体　決勝リーグ七尾 0－2 金沢桜丘
　　　　　　　　　　　七尾 1－4 羽咋
　　　　　　　　　　　七尾 1－2 金沢泉丘

（団体7位で県選抜出場権獲得）

【バレーボール部】
☆全日本バレーボール高校選手権石川大会
　男子　　　１回戦　　七尾 2－0 金沢向陽
　　　　　　２回戦　　七尾 2－0 金沢泉丘
　　　　　　準々決勝　七尾 2－1 金沢商業
　　　　　　準決勝　　七尾 0－2 小松大谷
	 ３位
　女子　　　１回戦　　七尾 2－0 翠星
　　　　　　２回戦　　七尾 0－2 金沢商業
☆石川県高校新人大会
　男子　　　１回戦　　七尾 0－2 金沢商業
　女子　決勝トーナメント
　　　　　　１回戦　　七尾 2－0 田鶴浜
　　　　　　２回戦　　七尾 2－0 金沢伏見
　　　　　　３回戦　　七尾 0－2 金沢
	 ベスト８
【ソフトテニス部】
☆石川県高校総体（代替大会）
　男子団体　２回戦　　七尾 3－0 飯田
　　　　　　準々決勝　七尾 2－1 小松市立
　　　　　　準決勝　　七尾 0－2 石川高専
	 ３位
　女子団体　２回戦　　七尾 3－0 小松大谷
　　　　　　準々決勝　七尾 2－0 石川高専
　　　　　　準決勝　　七尾 1－2 金沢学院
	 ３位
　女子個人　　　竹山・細川組　	 ベスト16
　　　　　　　　浜坂・舩木組　	 ベスト16
☆石川県高校新人大会
　男子団体　１回戦　　七尾 3－0 輪島
　　　　　　２回戦　　七尾 2－0 金沢伏見
　　　　　　準々決勝　七尾 2－0 飯田
　　　　　　準決勝　　七尾 1－2 羽咋工業
	 ３位
　女子団体　２回戦　　七尾 3－0 鹿西
　　　　　　準々決勝　七尾 2－1 金沢商業
　　　　　　準決勝　　七尾 1－2 金沢学院
	 ３位
　女子個人　　　竹山・舩木組	 ベスト16
　　　　　　　　浜坂・細川組	 ベスト16
　　　　　　　　中村・道下組	 ベスト16
☆石川県選抜インドア選手権大会
　男子団体　準々決勝　七尾 0－3 石川高専
	 ベスト８

　女子団体　２回戦　　七尾 3－0 星稜
　　　　　　準々決勝　七尾 1－2 金沢商業
	 ベスト８
　女子個人　　　竹山・舩木組	 ベスト８
　　　　　　　　浜坂・細川組　	 ベスト16
　　　　　　　　中村・道下組　	 ベスト16
☆北信越選抜インドア選手権大会
　女子個人　　　竹山・舩木組　２回戦敗退
【卓球部】
☆石川県高校新人大会
　男子団体　１回戦　　七尾 3－0 志賀
　　　　　　２回戦　　七尾 0－3 金沢学院
　女子団体　２回戦　　七尾 2－3 金沢二水
　女子シングルス　　石渡　祥子	 ベスト32
☆北信越高校選抜大会　石渡　祥子　出場
【バドミントン部】
☆石川県高校新人大会
　男子団体　２回戦　　七尾 3－0 小松
　　　　　　３回戦　　七尾 3－1 金沢龍谷
　　　　　　準々決勝　七尾 0－3 金沢学院
	 ベスト８
　男子個人（複）一花・階戸組　	 ベスト32
　　　　　　　　崎田・滝井組　	 ベスト32
　男子個人（単）一花　颯志　　	 ベスト32
　女子団体　２回戦　　七尾 3－0 大聖寺
　　　　　　３回戦　　七尾 3－0 鹿西
　　　　　　準々決勝　七尾 0－3 金沢学院		
	 ベスト８
　女子個人（複）崎田・石井組　	 ベスト32
　女子個人（単）石井　歩惟　　	 ベスト32
【サッカー部】
☆全国高校サッカー選手権大会
　男子　１回戦　　七尾 0－3 輪島
　女子　１回戦　　七尾 2－19 大聖寺・内灘
☆石川県高校新人大会
　男子　リーグ戦　七尾 0－1 金沢
　　　　　　　　　七尾 1－3 輪島
　　　　　　　　　七尾 0－0 野々市明倫
　　　　　　　　　七尾 2－2 羽咋・鹿西
　女子リーグ戦　　七尾 0－25 星稜
　　　　　　　　　七尾 0－8 大聖寺
　　　順位決定戦　七尾 0－8 金市工
【バスケットボール部】
☆石川県高校選手権大会
　男子　　１回戦　七尾 68－74 金沢二水
☆石川県高校新人大会
　男子　　１回戦　七尾 62－70 小松大谷
　女子　　１回戦　七尾 52－67 金沢龍谷
【水泳競技】
☆石川県高校新人大会
　男子50ｍ平泳ぎ　　　土谷　尊斗　２位
　男子100ｍ平泳ぎ 　　堂後　輝能　３位
【ボート部】
☆石川県高校新人大会
　女子シングルスカル　釜野　楓佳　２位
	 （中部大会出場）
　　　　　　　　　　　藤岡　志帆　３位
　女子ダブルスカル　　堀口、濱　　２位
	 （中部大会出場）
　男子ダブルスカル　　高橋、北原　３位

【陸上競技部】
☆石川県高校総体（代替大会）
　女子　ハンマー投　　野澤みなみ　１位
　　　　　　　　　　　廣澤　真咲　３位
☆石川県高校新人大会
　男子　八種競技　　　佐野　敬一　７位
　　　　８００ｍ　　　西村　彰馬　８位
　　　　ハンマー投　　青地　貴大　８位
　女子５０００ｍＷ　　西住　早織　４位
　　　　七種競技　　　池野ケイラ文　５位
　　　　三段跳　　　　播磨　七海　７位
☆北信越高校新人大会
　女子５０００ｍＷ　　西住　早織　９位
【ＳＳＣ】
☆石川県高校総文
　自然科学部門（生物）　礒辺、梶、通、橋詰
　	 自然科学部門研究奨励賞
　自然科学部門（地学）小倉、荒邦、畝、中山
　	 自然科学部門研究奨励賞
☆ＳＳＨ全国生徒研究発表会　　　　　
　越後、長野、中山、宮本　ポスター発表賞
☆高校生バイオサミットin鶴岡
　礒辺、梶、通、橋詰　　　文部科学大臣賞

　通　　眞子　　　　　　　　審査員特別賞
　中村　晃規　　　　　優秀研究指導者表彰
　山本　　峻　　　　　優秀研究指導者表彰
☆石川県児童・生徒科学作品コンクール
　礒辺、梶、通、橋詰　石川県教育委員会賞
	 　石川県審査最優秀賞
　越後、長野、中山、宮本	 優良賞
　小倉、荒邦、畝、中山	 優良賞
☆グローバルサイエンティストアワード夢の翼
　小倉、荒邦、町駒	 優秀賞
☆科学の芽賞	 学校奨励賞
☆石川県文化優秀賞	 礒辺、梶、通、橋詰
☆全国高校総文（出場決定）　　
　自然科学部門（物理）酒本、杉谷、名山、林
　自然科学部門（生物）小田、政氏、松柳、渡邊
【放送局】
☆全国高校総文
　アナウンス部門　　東山　舞郁　　　出場
☆石川県高校放送コンテスト新人大会
　朗読部門　　　　　上坂　陽奈　　　入選
　アナウンス部門　　熊井　桃奈　　　入選
【合唱部】
☆石川県高校総文
　石川県高校合同音楽会　　　　　　　銀賞
☆石川県高校声楽コンクール
　北野　真衣　　優秀賞
【美術部】
☆読書感想画中央コンクール
　高等学校の部　　　栗田　菜央　　奨励賞
☆能登地区高校美術展
　美術部門　　　　　宮田　京佳　　優秀賞
　　　　　　　　　　栗田　菜央　　優秀賞
　　　　　　　　　　友栄　沙紀　　優秀賞
　　　　　　　　　　細谷　一心　　優秀賞
　　　　　　　　　　西村　綾華　　優良賞
　　　　　　　　　　瀧本　祐介　　優良賞
☆北陸三県絵画デザインハイスクール選手権
　干場　開晴　　佳作
☆読書感想画中央コンクール・石川コンクール
　自由読書の部　　　大鍋　真緒　　優秀賞

（県代表）
　　　　　　　　　　瀧本　祐介　　優秀賞
　　　　　　　　　　友栄　沙紀　　優良賞
【吟詠剣詩舞部】
☆全国高校総文
　前濱　咲良　　　　　　　　　　文化連盟賞
【郷土研究部】
☆全国高校郷土研究発表大会
　歴史・考古部門　　　　　　　　　優良賞
☆石川県冬季合同研究発表会　　　最優秀賞

【文芸部】
☆全国高校総文
　散文部門　　　　　　多田　拓哉　　出場
☆高文連文芸部主催文芸作品コンクール
　散文部門　　　　　　村上　恵七　　佳作
【書道部】
☆能登地区高校美術展
　書道部門　　　　　木戸　綾乃　最優秀賞
　　　　　　　　　　柴田　奏琉　　優秀賞
　　　　　　　　　　畝　くるみ　　優秀賞
【弁論部】
☆石川県高校総文「私達の主張」発表大会
　村上　恵七　　優秀賞
【写真部】
☆石川県高等学校文化連盟美術展	 出品
【外国語研究部】
☆高文連英語部英語スピーチコンテスト　
　岡山　美穂　　参加
　上坂　美和　　参加
☆映像作品コンテスト	 参加
【ＪＲＣ部】
☆海外たすけあいプロジェクト募金活動	 参加
【茶道部】
☆いしかわ子ども交流センター七尾館	 参加
【その他】
☆税に関する高校生の作文
　清酒ひなた　　七尾税務署長賞
　一花　颯志　　七尾税務署長賞
☆「新聞読んで」感想文コンクール
　大倉　桃香　　優秀賞
　鈴木　彩花　　佳作

令和２年度 部活動大会成績
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【
高
校
歴
代
校
長
】

　
福
島　
則
明

【
高
校
・
分
校
旧
職
員
】

　
本
多　
郁
夫

【
高
校
旧
職
員
】

　
中
村　
良
郎

　
田
畠　
健
一

　
楠　
　
武
志

　
吉
岡　
公
平

　
柿
島　
誠
一

　
松
浦　
顕
雄

　
山
口　
智
子

　
屋
敷　
秀
樹

　
岡
島　
光
代

　
池
田　
明
美

　
藤
橋　
孝
子

　
大
坪　
克
哉

　
荒
邦　
陽
子

【
中
36
】

　
嶺　
　
昌
雄

【
中
40
】

　
坂
井　
　


【
中
41
】

　
谷
口　
清
光

　
猪
子　
外
男

　
山
岸　
善
一

【
中
43
】

　
萬
谷　
和
雄

【
中
44
】

　
上
田　
重
弘

　
馬
場　
良
一

　
村
本　
　
弘

　
守
友　
宗
次

【
中
45
】

　
瀬
戸　
悦
夫

　
守
友　
恒
明

【
中
46
】

　
杉
森　
四
夫

　
谷　
　
為
之

　
中
村　
一
夫

　
田
中　
三
郎

【
中
47
】

　
石
川　
秀
市

　
小
野
舜
一
郎

　
小
林
富
士
男

【
中
48
】

　
稻
葉　
　
健

　
竹
田　
精
作

　
松
山　
　
勇

【
女
21
】

　
戌
亥　
　
和

【
女
25
】

　
越
村　
芳
子

　
真
舘　
静
代

【
女
26
】

　
清
水　
よ
し

【
女
28
】

　
吉
田　
行
子

　
橋
本　
久
子

【
女
29
】

　
林　
　
ふ
み

【
女
30
】

　
泉　
　
昌
子

　
岡
部
富
美
子

　
武
岡
か
づ
子

　
勝
見　
昭
子

【
女
31
】

　
山
本
み
の
る

　
土
谷
か
ず
子

　
加
藤　
淑
子

【
女
32
】

　
大
江　
恭
子

　
神
谷
ま
す
み

【
女
34
】

　
坂
井
志
げ
子

　
橘　
喜
江
子

【
高
１
】

　
鹿
江　
幹
雄

　
浜
本　
信
久

　
村
守　
絹
子

【
女
35
】

　
古
屋　
洋
子

　
杉
森　
貞
子

【
高
２
】

　
長
澤　
秀
子

　
秋
山　
星
子

　
飯
田　
　
豊

　
木
下　
成
一

　
北
口　
耕
三

　
小
山　
元
也

　
先
田　
正
時

　
松
下　
　
健

　
浜
岡　
順
子

【
高
３
】

　
小
竹　
　
耕

　
岡
野　
之
也

　
桶
成　
敏
一

　
清
水
与
志
子

　
桜
井　
洋
子

　
堀
川　
六
子

　
津
田　
兵
衞

　
永
谷　
佳
久

　
樋
口　
成
子	

　
橋
本　
松
雄

　
広
島　
　
衛

　
眞
舘　
和
溥

　
三
浦　
孝
明

　
小
暮　
松
枝

　
島
田　
和
子

　
山
本　
京
子

【
併
１
】

　
野
崎　
和
男

　
谷
沢
す
み
子

【
高
４
】

　
池
田　
信
明

　
大
谷
内
久
憲

　
岡
田　
幸
雄

　
甲　
　
睦
夫

　
中
田　
　
修

　
道
善　
敏
雄

　
橋
本　
　
隆

　
藏　
　
　
實

　
高
位　
敏
枝

　
増
田　
清
岩

　
安
田
十
百
千

　
大
場　
　
悟

　
三
輪　
吉
雄

　
米
田　
　
昭

【
併
２
】

　
小
島　
節
子

【
高
５
】

　
椎
間　
孝
子

　
稲
村　
秀
子

　
鍛
治　
武
能

　
北
原　
末
松

　
小
山　
正
志

　
小
山　
　
齊

　
佐
野　
藤
造

　
島
屋　
　
靖

　
山
形　
和
子

　
山
岸　
梅
香

　
高
沢　
　
至

　
春
木
外
喜
男

　
春
成　
　
泰

　
村
田
ヤ
ス
子

　
松
本　
博
雄

　
守　
　
亮
一

　
深
井　
人
詩

　
宮
内
富
美
子

　
加
藤
登
美
子

【
高
６
】

　
濱
﨑　
靜
子

　
飯
田　
悦
子

　
阿
部　
保
子

　
受
川　
則
子

　
大
森　
与
栄

　
山
本　
和
子

　
叶
田　
幹
雄

　
北
原　
義
孝

　
木
本　
峰
生

　
越
能　
道
雄

　
金
曽
祐
美
子

　
櫻
井　
瑞
彦

　
木
元
真
喜
子

　
大
西　
一
栄

　
高
田　
　
昉

　
箕
田　
信
子

　
中
村　
一
樹

　
西
岡　
　
清

　
北
村　
幹
子

　
平
野　
忠
男

　
近
藤　
映
子

　
新
井　
日
湛

　
荻
野　
一
江

　
依
田　
幸
二

　
浅
井　
　
治

　
今
井
礼
次
郎

　
岡
野　
洋
子

　
山
崎　
貞
一

　
山
﨑　
太
𠮷

　
坂
口
富
美
子

　
田
中
八
重
子

　
横
山　
洋
子

　
清
水　
末
子

【
高
７
】

　
相
川　
　
泰

　
一
花　
一
夫

　
上
島　
勝
弥

　
守
友　
弘
子

　
宮
川　
　
学

　
永
福　
無
蘭

　
江
尻
喜
之
助

　
大
井　
悦
夫

　
大
場　
幸
子

　
岡
田
寿
美
子

　
松
本　
友
治

　
小
浦　
弘
義

　
吉
藤　
邦
子

　
魚
岸　
義
枝

　
小
林　
　
深

　
高
名
由
美
子

　
櫻
木　
　
博

　
佐
原　
吉
博

　
門
村
冨
士
夫

　
前
田　
邦
彦

　
髙
森　
儀
博

　
武
田　
　
元

　
中
川　
　
奏

　
中
川　
高
治

　
大
泉
久
美
子

　
林　
　
良
信

　
肥
田　
吉
保

　
平
戸　
良
治

　
明　
　
道
子

　
古
木　
利
一

　
松
浦　
　
慧

　
水
口　
浩
信

　
石
垣　
龍
子

　
大
森　
秋
子

　
北
山　
一
子

【
高
８
】

　
天
井　
　
修

　
有
賀　
　
修

　
川
崎
外
志
子

　
谷　
志
満
子

　
表　
　
洋
江

　
河
洲　
光
男

　
小
林　
良
子

　
大
島　
右
子

　
坂
本　
　
惇

　
白
数　
英
子

　
左
順　
厚
子

　
須
原　
晟
雄

　
諏
訪　
　
秀

　
土
田　
与
枝

　
宮
本　
文
子

　
滝
川　
勝
男

　
上
嶋　
佳
子

　
田
中　
敏
雄

　
米
村　
　
晋

　
鳥
木　
　
茂

　
長
堀
伊
津
子

　
西
井　
　
烈

　
畠
中　
清
松

　
野
桑　
麗
子

　
坂
本　
勝
子

　
福
井　
泰
子

　
小
山　
勝
子

　
高
田　
悦
子

　
村
本　
勝
夫

　
山
下　
俊
郎

　
山
本　
浩
司

　
市
井　
紀
代

　
水
谷　
照
子

　
宮
本　
博
子

　
山
原　
信
娃

【
高
９
】

　
花
岡
美
智
子

　
梅
木　
繁
子

　
飯
田　
　
満

　
今
井　
清
男

　
木
本　
陽
子

　
広
島　
孝
子

　
黒
田　
武
子

　
岡　
　
幸
治

　
杉
本　
紘
子

　
桂　
　
撤
男

　
大
西　
良
子

　
小
田
島
雅
子

　
立
野　
清
江

　
朽
木　
明
暁

　
櫻
井
ハ
ル
ミ

　
清
水　
義
一

　
奥
田
栄
美
子

　
初
道　
政
子

　
浜
辺
れ
い
子

　
杉
本　
亮
子

　
高
田　
忠
勝

　
谷
口
清
二
郎

　
戸
部　
信
六

　
中
田　
　
惇

　
中
川　
清
栄

　
沢
田
美
津
子

　
畑　
　
孝
造

　
樋
爪　
和
一

　
石
沢
香
津
子

　
本
殿　
謙
次

　
水
野
石
太
郎

　
道
坂　
春
雄

　
宮
野　
知
之

　
村
田　
　
勇

　
室
木　
勝
彌

　
西　
喜
美
子

　
守
沢
美
紀
子

　
安
田　
　
保

　
山
崎　
茂
樹

　
山
﨑
由
利
江

　
山
口
千
枝
子

　
大
橋　
弘
美

　
米
山　
直
子

　
濵
田　
和
子

　
扇
谷　
静
恵

　
清
水
美
榮
子

　
末
吉　
和
子

　
野
崎　
靖
子

　
藤
士
和
加
子

【
高
10
】

　
堀　
　
道
子

　
井
田　
正
従

　
中
川　
明
代

　
若
林
茂
登
子

　
濱
詰　
範
子

　
青
木　
政
俊

　
加
藤　
若
枝

　
佐
竹
勇
喜
三

　
佐
藤　
一
郎

　
島
田　
恭
子

　
杉
本
二
千
雄

　
関
口　
政
和

　
井
上　
孝
子

　
武
田　
純
一

　
冨
澤　
郁
子

　
武
元　
文
平

　
谷
口　
元
章

　
乙
谷　
晶
子

　
松
浦　
正
武

　
松
本　
慶
子

　
水
株　
正
紀

　
水
上　
　
章

　
三
輪　
晃
一

　
森
田　
和
夫

　
柳　
　
孔
明

　
北
口　
愛
子

　
山
本　
武
志

　
国
田
美
奈
子

　
鍋
屋
美
佐
子

　
巻　
　
順
子

　
鈴
木　
孝
子

　
川
崎　
幸
子

【
高
11
】

　
杉
村　
陽
子

　
伊
藤　
　
溥

　
上
原　
幸
子

　
姥
浦　
昭
二

　
梅
木　
　
繁

　
浦　
　
　
敦

　
山
形　
　
博

　
川
江　
　
弘

　
関
軒　
紀
一

　
北
口　
康
男

　
小
町　
清
彦

　
坂
口　
竜
介

　
坂
下　
信
夫

　
佐
々
木　
洋

　
岩
尾
紀
久
子

　
柴
田　
　
寿

　
白
井　
義
弘

　
北
野　
慶
嗣

　
田
方　
英
行

　
高
松　
　
力

　
高
宮　
　
彦

　
石
田　
文
富

　
竹
田　
正
己

　
立
川　
　
渉

　
石
崎　
泰
巳

　
徳
永
寿
紀
一

　
登
美　
紀
男

　
古
木　
優
子

　
中
村　
純
一

　
中
村　
喜
守

　
中
山　
桂
一

　
丹
後　
誠
仁

　
西
村　
邦
夫

　
橋
本　
　
齊

　
廣
里
仙
十
郎

　
不
動
田
幹
雄

　
飯
原　
洋
子

　
古
田　
精
一

　
前
田　
雅
子

　
松
木　
　
進

　
松
本　
紀
和

　
松
本　
　
浩

　
元
橋　
範
子

　
森
田　
郁
夫

　
大
窪　
光
代

　
山
口　
邦
夫

　
渡
邉　
　
拓

　
徳
舛　
照
子

　
成
生　
治
子

　
新
出　
悦
子

　
吉
村　
宏
子

　
高
野　
澄
子

　
横
川
紀
代
子

　
松
本　
繁
子

【
高
12
】

　
稲
邑　
明
也

　
岩
浜　
俊
男

　
臼
井　
　
渡

　
鰀
目　
　
敬

　
石
川　
房
美

　
假
名
田
香
苗

　
川
口　
洋
之

　
冨
田　
　
武

　
木
船　
拓
治

　
草
間　
哲
男

　
坂
井　
幸
雄

　
作
田　
幸
子

　
左
古　
道
雄

　
佐
々
木
重
規

　
臼
井　
祥
子

　
酒
井
万
里
子

　
浅
井　
悦
子

　
横
山　
綾
子

　
多
村　
勝
彦

　
豊
蔵　
信
夫

　
宮
下
外
茂
子

　
中
村
美
智
子

　
中
村　
悠
信

　
野
村　
義
一

　
石
原
さ
ち
子

　
半
田　
昭
紀

　
二
俣　
和
聖

　
麸
谷　
芳
正

　
松
田　
俊
雄

　
村
田　
義
次

　
和
渕　
節
子

　
高
沢　
紀
子

　
山
口　
　
勉

　
横
山　
秀
男

　
和
倉　
忠
彦

　
杉
野　
昭
江

　
高
田
久
美
子

　
佐
原
由
紀
子

　
中
村
き
み
子

　
徳
永　
豊
子

　
倉
林　
正
子

【
高
13
】

　
ジ
ャ
メ
ン
ツ
登
三
子

　
山
下　
芳
恵

　
今
井　
武
司

　
内
谷　
征
男

　
江
尻　
静
哉

　
小
崎　
博
明

　
大
橋　
雅
広

　
大
林　
重
治

　
小
川
他
加
男

　
加
賀　
康
平

　
小
林
智
恵
子

　
坂
本
加
代
子

　
作
田　
欣
也

　
佐
藤　
武
男

　
清
水
弥
寿
男

　
遠
藤　
寿
子

　
新
谷
喜
代
志

　
外
谷　
與
生

　
田
坂
ま
す
み

　
金
森　
清
明

　
浅
野
佐
和
子

　
永
井　
　
進

　
清
水
詢
二
郎

　
中
濱　
耕
平

　
神
田　
弘
子

　
硲　
　
初
美

　
倉
田
美
智
子

　
原　
　
栄
一

　
辰
口　
悦
子

　
本
田　
愛
子

　
福
原　
二
郎

　
藤
澤　
　
勝

　
今
村　
七
郎

　
間
地　
節
男

　
江
成　
洋
子

　
一
瀬　
早
苗

　
松
浦　
幸
子

　
本
多　
洋
子

　
端
井　
広
子

　
石
田　
　
了

　
矢
田　
　
歩

　
山
口　
久
男

　
寛
永　
幸
子

　
谷
口
百
合
子

　
基
村　
静
子

　
三
浦　
春
子

　
袖　
　
光
子

　
森
谷　
清
子

　
石
倉　
雅
子

　
豊
秋　
怜
子

　
畠
山　
和
子

　
松
本　
芳
枝

【
高
14
】

　
駒
井
須
美
子

　
新
屋　
春
雄

　
西
村
由
紀
子

　
礒　
嘉
都
俊

　
浜
谷　
秀
進

　
井
田　
良
英

　
稲
邑　
武
也

　
上
村　
　
実

　
竹
本　
信
子

　
近
江　
隆
司

　
谷
口
美
智
子

　
小
島　
新
生

　
宮
﨑　
　
博

　
佐
々
木
信
子

　
武
田　
靖
一

　
北
村
百
合
子

　
寺
崎　
米
嗣

　
本
田　
範
子

　
三
上
蒼
生
子

　
野
竹　
康
夫

　
藤
村　
咲
子

　
濱　
　
暉
元

　
飛
弾　
洋
子

　
松
本　
早
苗

　
小
坂　
道
子

　
守　
　
晶
子

　
水
口　
節
子

　
柳
浦　
一
子

　
金
森　
幹
子

　
横
井　
　
功

　
吉
村　
正
勝

　
米
島　
　
勝

　
米
村
み
さ
子

　
原
田　
順
子

　
藤
澤　
淳
子

【
高
15
】

　
浅
井　
忠
夫

　
戸
部　
美
枝

　
池
田　
靖
世

　
小
川　
正
也

　
岩
田　
　
章

　
姫
野　
玲
子

　
太
田　
光
子

　
松
浦　
典
子

　
河
隝　
鉄
也

　
白
﨑　
正
子

　
瓦　
　
桂
子

　
青
木
美
和
子

　
木
下　
嘉
平

　
俵
矢　
知
子

　
北
野　
信
之

　
北
野　
昌
子

　
国
長　
克
彦

　
長
崎　
貞
子

　
宮
川　
洋
子

　
高
山
せ
つ
子

　
小
山　
桂
一

　
坂
井　
敬
次

　
坂
本　
英
夫

　
得
能　
博
子

　
酢
谷　
琢
磨

　
須
羽　
秋
男

　
住
野　
稠
生

　
高
橋
ハ
ナ
子

　
国
長　
洋
子

　
水
株　
邦
子

　
田
中　
　
亨

　
田
中　
治
夫

　
西
川　
幸
男

　
津
田　
倶
宏

　
寺
下　
修
美

　
寺
西
孝
太
郎

　
中
川　
孝
志

　
中
川　
紀
之

　
安
田
優
美
子

　
西
川　
善
六

　
橋
本　
秀
和

　
南　
　
博
恵

　
飛
弾　
秀
和

　
常
陸　
了
泰

　
平
岡　
和
男

　
平
戸　
　
博

　
武
田　
昌
子

　
船
塚
満
智
子

　
篠
原　
直
美

　
松
本　
公
雄

　
松
本　
正
喜

　
鍋
岡　
則
子

　
山
本　
節
子

　
中
川　
松
枝

　
塩
崎　
恵
子

　
村
田　
　
聰

　
村
田　
秀
彦

　
松
岡　
和
子

　
安
田　
　
孝

　
谷
内　
洋
介

　
矢
原　
孝
雄

　
山
本　
利
之

　
池
田　
康
子

　
荒
木
田
君
子

　
野
崎　
邦
子

　
木
本　
真
穂

　
松
田　
和
枝

【
高
16
】

　
飯
川
俊
一
郎

　
石
橋　
宏
文

　
小
塚　
正
人

　
小
堀　
　
充

　
小
山
哲
太
郎

　
島
田　
博
文

　
清
水　
秀
子

　
佐
々
木
一
子

　
山
岸　
文
子

　
米
村　
節
子

　
田
辺　
　
長

　
松
本　
徹
子

　
中
平　
義
則

　
中
村　
　
脩

　
吉
村　
眞
葉	

　
壺
田　
洋
子

　
端
田　
哲
夫

　
畠
山　
彦
一

　
半
田　
哲
也

　
福
原　
末
子

　
広
沢　
昌
典

　
上
森　
直
美

　
古
川　
久
次

　
梅
本
美
智
子

　
小
林　
信
之

　
三
浦　
光
雄

　
向　
　
沖
継

　
森
勢　
　
裕

　
川
畑　
千
鈴

　
富
沢
八
重
子

　
時
長
登
美
子

　
木
下
芙
美
子

　
川
口　
清
枝

【
高
17
】

　
三
谷　
史
生

　
角　
　
康
子

　
池
田　
孝
一

　
池
田　
　
進

　
桑
原
美
恵
子

　
金
子　
幸
子

　
今
井　
　
覚

　
遠
藤　
　
哲

　
大
岩　
為
一

　
大
岡　
弘
尚

　
岡
野　
拓
夫

　
奥
田　
哲
文

　
河
島　
光
子

　
笠
師　
徹
雄

　
堂
本　
則
夫

　
久
保　
伸
一

　
小
林　
市
郎

　
坂
野　
葉
子

　
池
野　
泰
子

　
清
水　
良
信

　
下
川　
景
三

　
新
屋　
和
宏

　
鷹
合　
憲
夫

　
高
澤　
良
英

　
高
田　
博
之

　
高
橋　
正
俊

　
武
元　
和
已

　
多
田　
正
暁

　
田
根　
楽
子

　
寺
本　
憲
雄

　
豊
蔵　
　
勇

　
中
山　
和
文

　
庭
山　
邦
子

　
畠
山　
純
子

　
中
村　
憲
二

　
八
野
田
比
呂
子

　
平
岡　
敏
雄

　
平
山　
　
全

　
藤
重　
良
英

　
藤
田　
昭
次

　
堀　
　
　
稔

　
網
谷　
広
子

　
南　
　
孝
子

　
満
淵　
雅
晴

　
三
浦　
行
子

　
広
瀬　
了
子

　
三
谷　
芳
夫

　
三
宅　
広
人

　
三
和　
　
優

　
竹
下
八
千
代

　
八
木　
英
司

　
米
島　
道
代

　
山
本　
知
宏

　
長
岩
美
智
子

　
山
本　
幸
雄

　
吉
村　
正
行

　
沢
田　
延
子

　
高
橋　
静
代

　
松
橋　
暁
美

【
高
18
】

　
池
田　
清
則

　
山
井　
寛
子

　
稲
口　
利
典

　
今
井　
一
清

　
遠
藤　
　
章

　
大
成　
健
義

　
大
松　
博
一

　
岡
崎
た
か
子

　
堀
口　
良
孝

　
甲　
　
秋
水

　
木
村　
政
子

　
亀
山　
純
生

　
川
下　
公
博

　
川
尻　
義
典

　
川
原　
智
夫

　
国
分
外
喜
雄

　
越
田
知
枝
子

　
桜
井　
　
誠

　
澤
田　
　
繁

　
廣
里
た
づ
子

　
島
津　
安
広

　
高
柳　
政
明

　
浜
田　
桂
子

　
茶
木　
清
英

　
辻
口　
安
衞

　
長
浦　
嘉
一

　
中
島　
　
悟

　
田
中　
茂
恵

　
藤
井　
道
代

　
西
尾　
　
肇

　
野
田　
政
仁

　
枷
場　
和
久

　
橋
屋　
　
愈

　
長
谷
川
恵
美
子

　
上
村　
典
子

　
盤
若　
　
尚

　
常
陸　
純
子

　
平
野　
　
薫

　
廣
花　
　
勉

　
三
味
留
美
子

　
正
谷　
隆
男

　
森
下　
和
枝

　
松
本　
武
雄

　
筆
安
百
合
子

　
横
山　
洋
子

　
大
林
美
智
子

　
武
井　
忠
仁

　
山
口　
　
尚

　
鳥
木　
順
子

　
横
山　
隆
信

　
吉
田　
順
一

【
高
19
】

　
浅
野　
栄
二

　
泉　
　
達
郎

　
今
寺　
研
治

　
本
田　
正
三

　
町
駒　
隆
広

　
久
保　
　
潔

　
喜
田　
妙
子

　
向
田　
博
一

　
近
藤　
邦
夫

　
澤　
豊
太
郎

　
大
岡　
潔
子

　
藤
島　
光
子

　
奥
田　
敦
子

　
仲
山
由
美
子

　
鵜
飼
久
美
子

　
新
田　
　
豊

　
橋
本　
慎
矢

　
八
野
田　
実

　
伊
川　
恵
子

　
森
勢
裕
美
子

　
廣
田　
敏
雄

　
赤
池　
礼
子

　
福
井　
清
久

　
前
河
原
秀
夫

　
堂
垣　
幹
子

　
松
田　
静
枝

　
三
谷　
　
学

　
三
井　
　
修

　
今
寺　
伸
子

　
宮
川　
　
清

　
宮
本　
隆
司

　
室
屋　
直
人

　
森
山
外
志
夫

　
谷
内　
正
博

　
山
田　
　
洋

　
山
元　
　
透

　
森
山　
典
子

　
山
本　
博
敏

　
横
井
二
三
雄

　
古
沢
志
津
子

　
山
沢　
順
子

　
大
岩
と
も
子

【
高
20
】

　
池
島
外
志
江

　
井
上　
国
夫

　
藤
橋　
外
一

　
近
江　
政
次

　
早
川　
美
紀

　
野
村
三
恵
子

　
鹿
渡　
松
平

　
金
森　
静
夫

運
営
協
力
金

運
営
協
力
金
（
令
和

（
令
和
22
年年
33
月
～
令
和

月
～
令
和
33
年年
33
月
）
月
）

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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八
十
田　
至

　
坂
本　
　
昇

　
岡
野　
悦
子

　
笹
川
修
三
郎

　
金
子　
外
枝

　
所
司　
久
雄

　
坂
東　
博
子

　
津
田　
文
雄

　
津
田　
雅
敏

　
長
沖
さ
ゑ
子

　
永
江
外
志
郎

　
中
田　
　
久

　
船
戸　
節
子

　
林　
　
一
夫

　
山
口　
淑
子

　
日
谷　
照
應

　
野
田
紀
代
美

　
松
本
や
す
子

　
藤
橋　
英
一

　
的
場　
吉
彦

　
井
藤　
光
子

　
吉
岡
佳
代
子

　
本
橋　
右
京

　
八
島　
吉
男

　
領
家　
　
優

【
高
21
】

　
泉　
　
正
樹

　
澤　
　
ま
美

　
岩
本　
健
弘

　
遠
藤　
　
憲

　
葛
城　
真
証

　
川
縁　
哲
郎

　
清
水　
久
範

　
北
村　
清
年

　
国
分　
良
志

　
小
又　
光
雄

　
澤　
　
良
一

　
清
水　
充
子

　
糸
屋　
吉
廣

　
高
野　
　
勉

　
高
柳　
啓
子

　
竹
田
伸
一
郎

　
浅
井
美
恵
子

　
堂
ヶ
崎
成
仁

　
大
路　
孝
之

　
仁
八　
文
秀

　
野
口　
敏
信

　
野
村　
松
蔵

　
浜
田　
良
男

　
久
田　
久
良

　
新
井　
洋
子

　
山
口
久
美
子

　
山
岸　
邦
夫

【
高
22
】

　
赤　
喜
久
造

　
宮
本
美
枝
子

　
上
野　
　
昭

　
圓
山　
寛
人

　
近
江　
一
芳

　
川
崎　
次
雄

　
敞
田　
　
進

　
小
又　
雅
子

　
登
美　
鈴
恵

　
熊
谷　
保
夫

　
谷　
　
久
夫

　
中
山　
秀
悟

　
松
田
志
津
子

　
弘
﨑　
爾
生

　
津
田　
葉
子

　
花
村　
進
一

　
下
島　
克
磨

　
大
島
由
美
子

　
松
平　
久
芳

　
水
野
助
一
郎

　
北
山　
静
江

　
玉
田　
　
幸

　
岩
本　
弘
子

　
山
岸　
路
子

　
山
岸　
幸
雄

　
碓
井
八
千
代

【
高
23
】

　
角
野　
和
子

　
稲
葉　
良
二

　
仙
波
美
保
子

　
大
森　
基
史

　
川
畠
万
壽
夫

　
北
川　
　
勉

　
高
僧　
英
淳

　
田
治　
吉
彦

　
橘　
　
隆
彦

　
辰
巳　
繁
子

　
田
中　
道
夫

　
辻
口　
良
春

　
中
屋　
光
雄

　
廣
江　
雄
幸

　
奥
川　
純
子

　
松
本　
晴
男

　
南　
　
紀
一

　
南　
　
龍
保

　
宮
本　
　
徹

　
魚
岸
志
乃
富

　
返
町
以
登
江

　
田
村　
敏
博

　
平
山　
　
茂

　
三
浦　
正
義

　
森　
　
善
裕

　
山
本
登
紀
男

【
高
24
】

　
石
井
雄
之
助

　
中
板　
富
子

　
岡
田　
規
子

　
亀
渕　
　
卓

　
柳
澤
眞
智
子

　
釜
谷
美
智
子

　
勝
木　
攝
子

　
押
田　
真
澄

　
田
中
美
智
子

　
佐
藤　
文
代

　
髙
山　
博
之

　
仲
谷　
徳
子

　
馬
場　
　
等

　
前
田　
隆
佐

　
北
川　
浩
文

　
清
水　
直
也

　
多
根
竜
太
郎

　
浜
岡　
寛
士

　
向　
　
　
宏

【
高
25
】

　
谷
口　
耕
三

　
今
枝　
　
寿

　
鵜
沢　
　
徹

　
桶
田　
高
史

　
北
原　
正
弘

　
小
川　
成
美

　
木
原　
浩
二

　
上
坂　
幸
雄

　
小
牧　
左
絵

　
坂
森　
　
猛

　
多
田　
　
朗

　
辻　
　
隆
男

　
中
川
紀
代
美

　
中
村
イ
ツ
子

　
袋
井　
貞
司

　
藤
重　
良
文

　
山
本
由
起
子

　
森
本　
　
寛

　
盛
本　
芳
久

　
高
島
由
美
子

　
山
崎　
俊
久

　
落
合　
泰
明

　
菊
盛　
英
幸

　
坂
井　
善
久

　
島
崎
賢
之
進

　
竹
内　
淳
一

　
冨
田　
敏
夫

　
山
崎　
正
信

　
吉
田　
一
秀

【
高
26
】

　

小
川　
幸
彦

　
池
上　
　
悟

　
木
津　
英
吉

　
坂
井　
正
弘

　
島
田　
和
久

　
野
村　
正
幸

　
真
鍋　
弘
美

　
江
田
裕
美
子

　
広
瀬　
康
雄

　
堀
内　
　
敬

　
松
百　
　
豊

　
山
下　
節
夫

　
若
林　
　
稔

　
大
窪　
　
豊

　
尾
内　
一
如

　
高
口　
祥
実

　
田
中　
和
彦

　
中
村　
勇
一

　
前
多　
松
喜

　
真
舘　
藤
夫

　
岡
部
ゆ
か
り

　
三
谷　
正
之

　
宮
森　
千
明

【
高
27
】

　
池
崎　
正
典

　
井
下　
　
守

　
勝
尾
美
智
子

　
木
下　
裕
人

　
久
保　
　
聡

　
大
平　
岳
子

　
佐
原
加
津
美

　
坂
口　
　
茂

　
竹
澤　
正
夫

　
西
村　
正
悦

　
中
橋　
雅
彦

　
浜
井　
良
明

　
春
木　
英
二

　
岡
野　
敬
子

　
古
澤　
琴
風

　
中
田　
昌
子

　
水
口　
正
紀

　
稲
葉　
貞
志

　
竹
下　
克
枝

　
山
添　
和
良

　
米
田　
道
生

　
日
月　
淑
恵

　
北
原　
良
彦

　
中
村　
弘
司

　
畠
山　
収
一

　
藤
原　
彰
玄

【
高
28
】

　
千
場
恵
美
子

　
竹
内　
麗
子

　
金
森　
秀
東

　
川
島　
紳
明

　
熊
谷　
裕
史

　
蔵　
　
大
介

　
佐
田
味
朝
子

　
浜
井　
良
好

　
志
寒　
春
夫

　
杉
田　
浩
信

　
滝
中　
清
志

　
勝
山
真
由
美

　
松
本　
　
伸

　
山
本　
晃
久

　
山
本　
義
明

　
四
柳　
秀
之

　
菊
谷　
　
正

　
坪
井　
　
泉

　
橋
本　
哲
夫

【
高
29
】

　
浅
村　
精
一

　
内
山　
正
浩

　
大
島　
尚
文

　
川
尻　
　
稔

　
菊
盛　
信
彦

　
山
口　
賢
次

　
國
永　
史
郎

　
瀬
戸　
修
司

　
清
水　
　
穣

　
高
橋　
　
司

　
黒
崎　
美
春

　
谷
屋　
　
誠

　
鳥
畑　
与
一

　
藤
田　
智
子

　
樋
爪　
伸
吾

　
藤
波　
博
之

　
升
屋　
和
夫

　
松
原　
完
也

　
山
崎　
秀
義

　
阿
折　
　
正

　
米
田　
昇
司

【
高
30
】

　
鰀
目　
　
剛

　
北
村　
一
美

　
岡
本　
尚
士

　
牛
島　
朱
実

　
進
藤　
浩
美

　
安
井　
明
子

　
多
賀　
克
之

　
高
木　
作
之

　
中
山　
　
均

　
橋
本　
敏
秀

　
広
田　
　
泰

　
三
輪　
尚
則

　
宮
本
ひ
と
み

　
菊
間　
信
良

　
浜
田　
哲
洋

　
守
友　
仁
志

【
高
31
】

　
鵜
沢　
　
滋

　
越
後　
雅
昭

　
北
原
千
香
子

　
不
破　
和
子

　
尾
崎
真
裕
美

　
法
岡　
敬
人

　
牧
出　
浩
美

　
箕
田　
浩
幸

　
宮
下　
　
実

　
高
見　
清
美

　
山
口　
和
人

　
竹
内
亜
紀
子

　
浅
井　
和
代

　
吉
山
さ
ゆ
り

　
渡
辺　
芳
昭

　
林　
　
貴
江

　
寺
村　
啓
子

　
西
村　
浩
一

　
森
元　
勝
浩

　
山
﨑　
芳
文

【
高
32
】

　
赤
壁　
健
司

　
阿
部　
　
斉

　
伊
豆　
善
宏

　
井
上　
明
浩

　
鰀
目　
京
子

※
北
原　
　
点

　
作
田　
利
昭

　
濱
口　
能
徳

　
坂
東　
俊
裕

　
内
田　
幸
子

　
松
田　
　
巌

　
佐
藤　
重
範

　
島
田　
俊
朗

　
土
田　
敏
典

　
中
島　
　
登

　
籔
井　
良
二

　
福
田　
清
志

【
高
33
】

　
飯
田　
泰
春

※
大
西　
　
誠

　
狩
山　
　
勝

　
木
下　
義
隆

　
五
ノ
田　
力

　
島
田　
英
明

　
谷
口　
　
誠

　
鳥
本　
雅
友

　
坂
江
さ
お
り

　
福
島　
秀
一

　
屋
敷　
　
恵

　
佐
原　
博
之

【
高
34
】

　
池
田　
直
樹

　
井
上　
一
幸

　
大
根　
貴
子

　
長
谷
川
明
子

※
笠
間　
路
行

　
川
端　
　
充

　
木
下　
和
成

　
木
本　
三
佳

　
黒
田　
英
治

　
坂
口　
　
隆

　
新
出　
正
能

　
瀬
戸
あ
ゆ
美

※
中
澤　
　
賢

　
景
山　
雅
章

　
二
谷　
　
武

　
湊　
　
　
宏

　
濱
口　
優
子

　
山
口　
由
紀

　
田
村
記
英
子

　
横
山　
茂
弘

　
井
口　
和
代

　
河
村
伊
佐
夫

　
杉
本　
良
雄

　
高
橋　
公
雄

　
西
村　
秀
孝

　
太
田　
智
子

　
松
野　
　
勉

【
高
35
】

　
山
本
紀
美
子

　
永
福　
智
志

　
作
田　
　
豊

　
守
友　
早
恵

　
島
田　
妙
子

　
巧　
　
将
司

　
田
町　
雄
豊

　
古
木　
和
江

　
毛
利　
良
彦

　
山
崎　
英
成

　
當
流
谷　
孝

　
宮
田　
明
子

　
船
本　
正
美

【
高
36
】

　
石
渡　
利
浩

　
金
澤　
美
和

　
川
嵜　
涼
子

　
北
野　
信
昭

　
木
下　
徳
泰

※
滝　
　
　
渉

　
樋
上
陽
志
子

　
茶
谷　
義
隆

　
権
田　
千
里

　
野
崎　
　
悟

　
樋
上　
哲
也

※
飯
田
弥
寿
子

※
樋
詰　
泰
浩

　
平
野　
秀
次

　
山
口　
泰
司

　
菊
間　
英
樹

　
木
森　
建
一

　
谷
口　
智
幸

　
飛
弾　
勝
廣

　
宮
内　
康
範

【
高
37
】

　
稲
葉　
昌
美

　
裏　
　
則
岳

※
上　
　
百
代

　
佐
藤
明
日
子

　
木
森
美
穂
子

　
雄
谷　
隆
幸

　
北
原　
裕
全

　
東
野　
顕
子

　
窪　
　
丈
雄

　
甲
部　
昭
広

　
山
下　
　
泉

　
岡
崎　
実
佳

　
高
山　
　
太

　
杉
本　
正
代

　
森
山
美
智
子

　
福
多　
昌
子

　
濵
中
恵
美
子

　
元
平　
暢
子

　
藤
谷　
美
穂

　
中
島　
典
子

　
北
村
裕
紀
子

　
山
岸　
大
祐

　
窪　
き
よ
美

　
脇
本　
浩
伸

　
角
間　
雅
之

　
川
崎　
正
博

　
塩
崎　
晃
平

　
松
本　
満
彦

　
山
腰　
　
桂

【
高
38
】

　
澤
井　
有
里

　
石
倉　
志
野

　
長
谷
川
ふ
み
代

　
上
田　
路
人

　
岡
山　
和
美

　
表　
　
　
顕

　
安
藤　
敏
子

　
金
森　
智
修

　
川
田　
静
代

　
北
原　
章
広

　
宮
内　
陽
子

　
櫻
井　
定
宗

　
岩
田　
朗
子

　
高
山　
知
博

　
竹
内　
　
球

　
南
野　
美
和

　
二
宮　
一
茂

　
水
岸
貴
代
美

　
寺
澤
真
由
美

　
宮
田　
昌
治

　
吉
田　
健
一

　
吉
田　
　
実

　
笹
山　
陽
一

　
中
田　
清
吾

　
古
川　
宏
幸

　
安
田　
雄
一

【
高
39
】

　
中
村　
佳
代

　
金
法　
順
正

　
藤
井
美
和
子

　
黒
坂　
昭
弘

　
甲
部　
昭
人

　
池
﨑　
綾
子

　
新
出　
直
治

　
竹
内　
　
誠

　
能
口　
可
苗

　
濵
本　
藤
雄

　
本
田　
継
司

　
前
山　
英
規

　
松
村　
正
人

　
萬
田
賢
一
郎

　
山
下　
良
一

【
高
40
】

　
木
村　
静
夫

　
櫻
井　
ミ
チ

　
福
永　
純
恵

　
中
西　
文
江

　
中
村　
輝
貴

　
狭
間　
陽
一

　
政
浦　
芳
典

　
木
村
実
貴
絵

　
横
川
由
香
子

　
関
軒　
明
宏

　
森
田　
礼
時

【
高
41
】

　
赤
田　
博
司

　
金
森　
睦
美

　
木
下
美
也
子

　
坂
下　
和
博

　
田
中　
　
光

　
鳥
木　
　
隆

　
榎
本　
健
代

　
藤
澤　
　
恒

　
辻
井　
直
人

　
宮
﨑　
祥
子

　
中
江　
三
樹

【
高
42
】

　
殿
元　
奈
緒

　
松
瀬
あ
ゆ
み

　
大
江
康
太
郎

　
大
西　
　
顕

　
北
野　
　
豊

　
高
沢　
千
絵

　
田
中　
　
仁

　
永
井　
　
渉

　
西
田　
孝
規

　
林　
　
和
弘

　
舩
木　
恵
美

　
藪　
　
代
彦

　
塩
崎　
喜
啓

【
高
43
】

　
姥
浦　
　
誠

　
長
堀　
幸
子

　
諸
江　
美
和

※
小
路　
智
司

　
多
嶋　
　
勇

　
谷
口　
真
弓

　
中
町　
　
肇

　
塚
田
恵
美
子

　
濱　
　
　
尚

　
樋
上　
　
誠

　
三
林　
　
寛

【
高
44
】

　
浅
井　
克
紀

　
浅
井
美
由
紀

　
石
島　
大
志

　
今
江　
澄
仁

　
亀
井　
　
稔

　
越
田　
　
誠

　
茶
木　
智
朗

　
堤　
　
和
彦

　
中
村
慶
一
郎

　
坂
本　
詠
子

　
廣
田　
隆
悟

　
細
川
由
美
子

　
細
木　
俊
逸

　
松
本　
貴
志

　
三
浦　
幸
生

　
新
木　
則
子

　
田
辺　
幸
恵

　
池
本　
真
一

　
寺
西　
里
恵

【
高
45
】

　
荒
川　
哲
矢

　
井
守　
　
勝

　
大
森　
知
音

　
植
田　
郁
子

　
干
場
か
お
り

　
道
端　
義
貴

【
高
46
】

　
浅
井　
紀
子

　
岡
野　
将
之

　
田
中　
　
陽

　
政
浦　
　
恵

　
山
本　
　
弘

【
高
47
】

　
浅
井　
　
剛

　
石
田　
　
勉

　
田
口　
千
重

　
河
野　
美
絵

　
小
沢　
善
昭

　
酒
元　
美
江

　
杉
原　
裕
子

※
辰
巳　
佑
子

　
古
川　
真
史

　
大
成　
一
誓

【
高
48
】

　
川
下　
春
香

　
林　
　
寿
嗣

　
堀
江　
重
尊

　
森
山　
秀
樹

【
高
49
】

　
堤　
　
千
晶

　
永
田　
拓
也

　
西
川　
健
治

　
西
田　
敬
志

　
道
祖
土
実
樹

【
高
50
】

　
馬
渡　
淳
子

　
小
石　
宗
明

　
中
尾　
聡
恵

【
高
51
】

　
井
谷　
秀
樹

　
大
成　
道
広

【
高
52
】

　
池
島　
弘
一

　
川
下　
琴
江

　
中
本　
雄
一

【
高
53
】

　
大
岩　
夕
子

　
上
手　
朋
子

　
三
輪　
　
豊

【
高
54
】

　
安
藤　
俊
文

　
西
願　
裕
子

　
倉
本　
三
賀

　
田
中
め
ぐ
み

　
山
本　
瑛
介

　
山
本
万
里
央

【
高
55
】

　
川
下　
華
江

　
竹
下　
仁
人

【
高
56
】

　
金
井　
盛
秀

　
壁
屋　
俊
輔

　
西
願
美
津
穂

　
小
林　
千
晶

　
宮
本　
　
諭

【
高
57
】

　
甲　
　
明
人

　
竹
内
寿
美
恵

　
堂
ヶ
崎
成
裕

　
髙
橋　
千
尋

【
高
58
】

　
真
舘　
敦
史

　
宮
本　
直
樹

※
井
藤　
龍
真

【
高
59
】

　
大
城
あ
ゆ
み

　
西
願　
健
一

　
中
山　
　
恵

　
米
田　
実
加

　
花
園　
大
毅

　
前
田　
耕
志

【
高
60
】

※
百
海　
佳
世

　
北
川
奈
津
子

　
白
藤
憲
太
郎

　
仁
八　
佑
茉

　
船
本　
佳
裕

　
立
木　
美
幸

　
山
口　
将
一

　
粟
津　
聖
貴

　
安
山
い
つ
奈

　
田
中　
大
和

【
高
61
】

　
伊
賀　
裕
和

　
川
越　
史
織

　
坂
井　
晶
子

　
島
田
ゆ
み
か

　
田
中　
健
太

　
津
梅　
佑
紀

　
米
田　
昌
広

　
岡
田　
成
弘

　
佐
原　
　
翠

【
高
62
】

　
木
下　
美
和

　
田
中
佑
由
子

　
辻　
　
誠
心	

　
中
澤　
優
太

　
濱
口　
真
慈

　
船
本　
晋
司

　
松
田　
健
志

　
北
川　
浩
太

　
越
智　
紫
織

　
西
村　
静
華

【
高
63
】

　
赤
坂　
直
樹

　
鰀
目　
真
央

　
岡　
　
大
樹

　
木
津
裕
太
郎

　
西
田　
大
和

　
仁
八　
健
志

　
宮
内　
大
智

　
室
木　
　
究

　
山
口　
宗
平

　
田
中　
朋
哉

　
湊　
　
和
貴

　
吉
延　
貴
弘

【
高
64
】

　
飯
田
佳
奈
江

　
大
宮
新
之
祐

　
岡
田　
拓
丸

　
川
端　
風
貴

　
北
川　
健
介

　
滝
川　
達
也

　
立
川　
早
織

　
中
澤　
美
仁

　
西
村　
　
遥

　
山
口　
美
里

　
尾
形　
直
亮

　
表　
　
　
諒

　
亀
井　
奨
之

　
北
出　
翔
子

　
松
岡　
佑
樹

　
宮
田　
慎
也

【
高
65
】

　
池
田
柚
香
子

　
石
倉　
裕
以

　
大
西　
文
香

　
田
中　
美
咲

　
湯
上　
奏
子

　
松
浦　
　
唯

　
北
川　
航
哉

　
中
村　
祥
代

　
箕
田　
都
子

【
高
66
】

　
飯
田
真
一
朗

　
石
井　
明
希

　
石
倉　
泰
雄

　
中
川　
貴
子

　
岡　
　
雄
大

　
沖
崎　
　
碧

　
⻆　
恵
理
子	

　
関
軒　
大
貴

　
木
下　
苑
香

　
島
田　
光
規

　
清
水　
美
佳

　
早
見　
美
香

　
樋
上　
千
春

　
藤
橋　
奈
緖

　
室
木　
美
波

　
森
本　
哲
矢

　
安
田　
直
道

　
山
本
雄
太
郎

　
石
井　
宏
和

　
表　
　
宏
亮

　
佐
原　
　
茜

　
田
畠　
康
史

【
高
67
】

　
大
島　
智
葉

　
木
谷　
魁
志

　
佐
藤　
良
樹

　
麝
香　
汐
理

　
杉
本　
陽
二

　
松
岡　
真
也

　
宮
本　
隆
朗

　
安
田
有
一
朗

　
山
本　
美
優

　
大
西　
知
子

　
北
野　
瑞
季

　
木
森　
喜
大

　
小
畑　
朋
大

　
古
木　
伽
奈

　
箕
田　
隆
之

【
高
68
】

　
赤
壁
奈
津
子

　
浅
田　
賢
宏

　
浅
野　
千
晶

　
石
田　
千
夏

　
石
渡　
利
和

　
霞
流　
沙
代

　
木
村　
汐
里

　
作
田　
夏
純

　
中
村
富
美
代

　
池
﨑　
利
太

　
石
倉　
裕
可

　
宮
本　
康
平

　
山
瑞　
大
貴

【
高
69
】

　
赤
坂　
裕
美

　
飯
田　
誠
士

　
石
渡　
光
生

　
石
渡　
優
子

　
石
渡　
陽
子

　
大
林　
黛
佳

　
上
村　
星
樺

　
黒
坂　
美
空

　
黒
詰　
大
成

　
澤
井　
志
歩

　
種
谷　
寛
太

　
濱
田　
知
幸

　
山
田
緋
華
理

　
山
田　
隆
太

　
木
森　
祥
子

　
百
海　
享
洲

【
高
70
】

　
赤
壁　
浩
司

　
岡
崎　
桃
子

　
尾
形　
圭
則

　
室
木　
　
弥

　
安
田
有
季
恵

　
山
口　
侑
平

　
長
岡　
春
花

【
高
71
】

　
浅
野　
桃
子

　
飯
田　
成
彦

　
池
﨑　
桃
子

　
江
村
あ
ず
き

　
沖
崎　
　
暉

　
坂
出　
若
菜

　
澤
田
あ
か
り

　
谷
口　
勇
斗

　
西
田　
遥
香

　
木
森　
雅
文

　
進
藤
あ
ず
み

　
富
田　
大
貴

　
宮
本　
　
龍

【
高
72
】

　
安
達　
瑞
穂

　
内
潟　
美
晴

　
岡
崎　
　
肇

　
河
村　
真
啓

　
貴
島　
李
香

　
坂
出　
悠
哉

　
曾
原
竜
乃
介

　
花
島　
育
斗

　
干
場　
晴
仁

　
細
川　
歩
夢

　
宮
西
ひ
か
り

　
武
曽　
　
稜

　
安
田
有
容
弥

　
谷
内
万
里
菜

　
大
島　
美
札

　
大
西　
直
子

　
佐
藤　
優
希

　
殿
田　
祐
太

　
箕
田　
和
奏

　
森
本　
隆
志

　
山
口　
陽
丈

【
高
校
現
職
員
】

　
安
達　
和
彦

　
小
山　
紀
彦

　
中
西　
外
幸

　
髙
橋　
玄
季

　
木
全　
理
恵

　
池
田　
智
恵

　
山
本　
　
峻

　
小
笠
原
彩
子

　
髙
橋　
潤
哉

　
三
山　
　
梓

　
廣
田　
汐
吾

　
枡
田　
真
里

　
福
田　
幸
男

　
谷
内　
篤
子

　
谷
内
真
喜
子

　　
※
印
は
高
校
現

職
員
で
す
。

（
令
和
3
年

　
4
月
現
在
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
行
事
・
同

窓
会
行
事
が
大
幅
に
縮
小
・
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
同
窓
会
だ
よ
り
を

出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
地
域
の
同
窓
会
活
動

や
各
期
の
集
ま
り
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
で
掲

載
出
来
ま
し
た
。
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
だ
よ
り
の
発
行
や
七
高
後
輩
へ
の
支
援
が

出
来
る
の
も
、
同
窓
生
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

い
つ
も
な
が
ら
事
務
局
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

編
集
長
　
大
岩
　
為
一
（
高
17
）

　　　　同窓会会員名簿（令和元年版）を活用しよう

　　　　　　　運営協力金拠出のお願い　　　　　　　運営協力金拠出のお願い
昨年は多大なご支援を頂き役員一同深く感謝申し上げます。活用内容といた
しまして、
・母校への支援（部活動・スーパーハイスクール事業等）
・地区同窓会や期別同窓会への活動支援
・会報「七高同窓会だより」の毎年発行等
大切に使わせて頂いております。同窓会および母校のさらなる発展と未
来を担う人材育成のためのご支援を引き続きお願い申し上げます。

《払い込み方法》
１．郵便局（ゆうちょ銀行）からの払い込みは、会報と同封しました払込取扱票をご利用ください。
　　（払込手数料は無料）
２．郵便局以外の金融機関（銀行、信金）からの払い込みについては、各金融機関所定の用紙をご利用く
ださい。（払込手数料はご負担ください）ネットバンキングからの送金もご利用いただけます。

　　※いずれの場合も、ご依頼人・通信欄にはご氏名・卒業回（期）の記入をお願いします。

払 込 取 扱 票
払込金受領証

通常払込

料金加入

者 負 担

金融機関名：ゆうちょ銀行　
店番：079
店名：○七九店（ゼロナナキュウ店）
口座番号：当座　0039019
加入者名：石川県立七尾高等学校同窓会

金融機関名：のと共栄信用金庫　本店営業部

口座番号：普通　3053934
口座名：石川県立七尾高等学校　同窓会一般会計
　　　　代表　滝　　渉

令和３年度  同窓会開催予定

令和 3 年度から銀行振り込みにも対応できるようになりました。


